
「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

五
五

は　

じ　

め　

に

凡　

例

翻　

刻

Ａ
─

1　

義
直
関
連　

一
〜
一
〇
〇（
以
上
第
四
十
九
輯
）

凡
例

Ａ
─

2　

義
直
関
連　

一
〇
一
〜
一
三
六

Ｂ
─

1　

将
軍
家
関
連　

一
〜
六
四（
以
上
本
輯
）

（
以
下
次
輯
以
降
）

Ｂ
─

2　

将
軍
家
関
連　

六
五
〜
一
〇
八

Ｃ　

大
名
・
幕
臣
等
関
連　

一
〜
三
〇
七

Ｄ　

義
直
家
臣
関
連　

一
〜
二
二

Ｅ　

朝
廷
関
連　

一
〜
二
〇

Ｆ　

Ａ
〜
Ｅ
以
外　

一
〜
一
八

人　

名　

索　

引

解　

題

花　

押　

図　

版

お　

わ　

り　

に

凡
　
例

一　

書
状
の
名
称
は
、
通
番（
漢
数
字
で
表
記
）、（
発
給
者
名
）書
状
、
宛
所
、
年
月
日
付
、

員
数
の
順
に
表
記
し
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
で
の
整
理
の
際
に
附
さ
れ
た
番
号

（
算
用
数
字
・
現
在
、
徳
川
美
術
館
で
未
表
具
文
書
58
の
枝
番
と
し
て
用
い
て
い
る
番
号
で

あ
る
。）を
員
数
の
後
に（ 

）内
に
附
し
た
。

一　

書
状
の
形
状
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
書
状
名
の
次
行
に
、体
裁
を
示
す（
切
紙
）（
継
紙
）（
竪

紙
）、
寸
法（
本
紙
の
縦
×
横　

単
位
は
糎
〈
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〉）を
記
し
た
。

一　

本
文
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
旧
漢
字
及
び
異
体
字
は
、
新
漢
字
に
改
め
た
。
ま

た
原
文
書
の
体
裁
や
書
式
に
従
っ
て
改
行
し
て
示
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
紙
幅
の

都
合
も
あ
る
た
め
文
章
は
つ
な
げ
て
表
示
す
る
こ
と
と
し
、
原
文
書
の
行
底
に

〔
史
料
紹
介
〕

「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

並
　
木
　
昌
　
史



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

五
六

（
」）を
付
し
て
改
行
箇
所
を
示
し
た
。
な
お
「
一
つ
書
き
」
が
あ
る
場
合
、
各
条

文
ご
と
に
改
行
し
た
。
ま
た
二
行
以
上
の
余
白
を
取
っ
て
宛
先
が
書
か
れ
る
場
合

も
、
空
白
行
は
詰
め
て
表
示
し
た
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

一　

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
記
号
を
用
い
た
。

　

1　

読
点（
、 

）お
よ
び
並
列
点（
・
）を
便
宜
上
施
し
た
。

　

2　

原
本
の
虫
損
や
摩
耗
に
よ
っ
て
判
読
し
が
た
い
場
合
は
□
で
示
し
た
。

一　

原
本
に
示
さ
れ
て
い
る
闕
字
や
平
出
は
一
文
字
空
き
で
表
示
し
た
。

一　

断
簡
は
、
前
欠
・
後
欠
の
箇
所
を
［ 

］
で
示
し
た
。

一　

本
文
以
外
の
追
而
書
は
、
本
文
の
冒
頭
に
ま
と
め
て
書
か
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
本

文
の
行
間
に
挿
入
し
て
書
か
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
今
回
は（
追
而
書
）と
頭
記

し
、
二
字
下
げ
に
し
て
本
文
の
冒
頭
に
一
括
表
記
し
た
。

一　

差
出
人（
発
給
者
）の
花
押
が
あ
る
場
合
は（
花
押
）と
記
し
た
。

一　

筆
者
が
付
し
た
傍
注
の
う
ち
、
判
明
す
る
人
物
名
や
年
次（
推
定
年
次
を
含
む
）は

（ 

）を
加
え
て
表
記
し
た
。
な
お
義
直
は
、
そ
の
時
の
官
職
名
「
大
納
言
」「
中
納

言
」
と
表
記
さ
れ
、
嗣
子
光
友
も
官
職
名
「
右
兵
衛
督
」
や
幼
名
「
五
郎
八
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
傍
注
で
は
義
直
・
光
友
で
統
一
す
る
。

一　

各
書
状
の
末
尾
に
、
摘
要（
冒
頭
に
○
を
附
す
）を
記
し
た
。

一　

人
名
索
引
・
解
題
お
よ
び
花
押
図
版
を
、
連
載
最
終
回
の
末
尾
に
附
す
。

 

（
以
上
、
再
掲
）

翻　

刻

Ａ　

義
直
関
連　

一
〇
一
〜
一
三
六

一
〇
一
、
堀
田
正
盛
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
寛
永
十
年
四
月
廿
二
日
付 

一
通（
474
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
〇
・
六

従
大
納（

義
直
）言

様
被
成
下
」
御
書
、寔
不
浅
奉
」
存
候
、先
以
道
中
」
御
機
嫌
能
御
国
被
成
」

御
着
之
旨
、
乍
恐
目
出
」
奉
存
候
、
将
又
」
公（

家
光
）方

様
一
段
御
息
災
」
被
成
御
座
候
、
当

地
静
謐
」
御
座
候
、
御
次
而
之
刻
」
可
然
様
可
預
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

堀
田
加
賀
守
」
正
盛（
花
押
）

寛
永
十
年
」
四
月
廿
二
日

成
瀬
隼（

正
虎
）人

正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
二
、
堀
田
正
盛
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
月
十
一
日
付 

一
通（
478
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
二
・
五

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
致
頭

（
頂
）戴

候
、」
然
者
当
年
御
下
向
之
儀
、」
被

任　

上
意
、
其
段
」
忝
被
思
召
之
旨
、
乍
恐
御
」
尤
奉
存
候
、
定
而
右
之
旨
」
各
可
被

達　

上
聞
候
、」
御
次
而
之
刻
可
然
様
、
宜
被
仰
上
候
、
恐
惶
謹
言

 

堀
田
加
賀
守
」
正
盛（
花
押
）

十
月
十
一
日

成
瀬
隼
人（

正
虎
）正

殿

○
義
直
の
江
戸
参
府
は
上
意
に
よ
る
と
の
通
達
を
伝
え
る
書
状
。

一
〇
三
、
本
多
重
俊
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）六
月
十
三
日
付 

一
通（
483
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
四　

横
四
九
・
四



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

五
七

今
度
五（

光
友
）

郎
八
様
」
御
下
着
被
成
候
刻
、」
為
御
目
見
致
祇
候
」
之
付
、
従　

大
納（

義
直
）言

様
」

御
書
被
下
成
、冥
加
」
之
至
、忝
奉
存
候
、御
」
次
之
節
、可
然
様
ニ
」
御
取
成
奉
憑
候
、

恐
惶
」
謹
言

 

本
多
美
作
守
」
重
俊（
花
押
）

六（
寛
永
十
年
）

月
十
三
日

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
江
戸
に
到
着
し
た
光
友
が
将
軍
家
光
に
御
目
見
し
た
こ
と
に
つ
き
、
義
直
か
ら
の
礼

状
に
対
す
る
書
状
。

一
〇
四
、
牧
野
信
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）四
月
十
八
日
付 

一
通（
486
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
五　

横
四
六
・
三

（
追
而
書
）以
上

大
納（

義
直
）言

様
ゟ
御
書
頂
」
戴
仕
拝
見
、
忝
奉
存
候
、」
去
七
日
ニ
路
次
中
御
無
事
ニ
」
被
成

御
帰
城
付
而
、
渡
辺
」
半
蔵（

重
綱
）殿

を
以
被
仰
上
候
、」
御
前
之
儀
半
蔵
殿
可
」
被
申
上
候

間
、
不
能
具
候
、」
御
次
而
之
刻
、
可
然
様
ニ
被
仰
」
上
可
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

 

牧
野
内
匠
頭
」
信
成（
花
押
）

四（
寛
永
十
年
）

月
十
八
日

成
瀬
隼
人（

正
虎
）正

様
」
人
々
御
中

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
五
、
浅
野
光
晟
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）卯
月
廿
日
付 

一
通（
492
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
四　

横
五
一
・
二

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被　

成
下
、
忝
致
頂
」
戴
候
、
道
中
御
機
嫌
」
能
、
去
七
日
被

成
御
帰
城
」
旨
被
仰
下
、
目
出
度
奉
」
存
候
、
此
等
之
趣
、
宜
預
」
御
披
露
候
、
恐
々

謹
言

 

松（
浅
野
）平

安
芸
守
」
光
晟（
花
押
）

卯（
寛
永
十
年
）

月
廿
日

成
瀬
隼
人（

正
虎
）正

様

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
六
、
松
平
信
綱
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）卯
月
十
七
日
付 

一
通（
496
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
九
六
・
四

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
致
拝
見
候
、」
道
中
御
無
事
ニ
去
」
七
日
ニ
被
成
御
帰
国

之
由
、」
乍
恐
珍
重
奉
存
候
、」
然
者
今
度
御
仕
合
」
能　

御
暇
被
為
遂
、
忝
」
被
思
召

候
、
付
而
、
渡
辺
」
半（

重
綱
）蔵

方
を
以
被
仰
上
」
候
、
則　

御
前
ヘ
被
召
出
、
被
入
御
念
、

早
々
」
以
御
使
者
被
仰
上
、」
殊
路
次
中
御
無
事
ニ
御
帰
城
、御
機
嫌
ニ
被
」
思
召
之
旨
、

御
直
ニ
被
」
仰
含
候
、
右
之
趣
、
宜
預
」
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

卯（
寛
永
十
年
）

月
十
七
日

成
瀬
隼
人（

正
虎
）正

殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
七
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
一
年
）五
月
廿
日
付 

一
通（
497
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

五
八

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
六　

横
九
五
・
四

（
追
而
書
）猶
以
道
中
御
無
事
ニ
御
帰
城
、
乍
憚
目
出
度
」
奉
存
候
、
已
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
奉
拝
見
候
、
然
者
」
今
度
御
仕
合
能
」
御
暇
被
遂
、
忝

被
思
」
召
之
旨
、
御
尤
奉
存
候
、」
就
者
志
水
甲（

忠
政
）

斐
守
殿
を
」
以
被
仰
上
候
、
則
」　

御

前
ヘ
被
召
出
、
御
」
無
事
御
帰
国
、
其
上
被
入
念
、
早
々
御
使
者
」
御
機
嫌
被
思
召
之

段
、」
御
直
被
仰
含
候
、
此
」
等
之
趣
、
宜
預
」
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

五（
寛
永
十
一
年
）

月
廿
日

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
八
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）九
月
十
一
日
付 

一
通（
503
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
七　

横
一
一
〇
・
二

自
大
納（

義
直
）言

様
御
書
、」
謹
而
致
拝
見
候
、然
者
」
今
度
右（

光
友
）

兵
衛
督
様
江
」
御
鷂
被
進
、幷
御
」

鷹
場
被
仰
付
候
事
、」
重
畳
御
満
足
ニ
被
」
思
召
候
之
由
、
奉
存
其
旨
候
、」
因
茲
為
御

礼
中
村
」
又（

元
悦
）蔵

方
を
以
被
仰
上
候
、」
右
之
通
立　

御
耳
」
候
之
処
、
則　

御
前
江
」

被　

召
出
、
御
念
之
入
候
通
、」
御
機
嫌
之
旨
、
御
直
ニ
」
被
仰
含
候
、
委
曲
又
蔵
殿
」

可
為
演
説
候
、
右
之
趣
、」
宜
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

九
月
十
一
日

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
光
友
が
将
軍
家
光
か
ら
鷂
と
鷹
場
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
義
直
か
ら
の
礼
状

に
対
す
る
返
書
。

一
〇
九
、
松
平
信
綱
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
十
月
十
四
日
付 

一
通（
509
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
五
三
・
一

従　

大
納（

義
直
）言

様
奈
良
」
酒
両
樽
致
拝
受
、」
誠
毎
度
被
為
入
御
念
」
之
段
、
冥
加
至
極

奉
」
存
候
、
此
等
之
趣
、
宜
預
」
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
伊
豆
守
」
信
綱（
花
押
）

十
月
十
四
日

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
か
ら
記
主
・
松
平
信
綱
に
贈
ら
れ
た
奈
良
酒
に
対
す
る
礼
状
。

一
一
〇
、
松
平
重
則
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）四
月
廿
二
日
付 

一
通（
514
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
五
二
・
八

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
忝
拝
見
仕
候
、」
今
度
路
次
中
御
無
事
ニ
」
御
帰
城
被

成
之
旨
、
目
」
出
度
奉
存
候
、
此
表
別
」
条
無
御
座
候
、
公（

家
光
）方

様
」
御
機
嫌
之
御
様
子

渡
辺
半（

重
綱
）蔵

方
可
被
」
仰
上
候
、
恐
惶
謹
言

 

松
平
大
隅
守
」
重
則（
花
押
）

四（
寛
永
十
年
）

月
廿
二
日

成
瀬
隼
人（

正
虎
）正

殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
一
一
、
松
平
重
則
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）五
月
十
九
日
付 

一
通（
516
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

五
九

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
五
二
・
八

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
」
書
被
下
、
謹
而
拝
見
仕
候
、
今
度
路
」
次
中
御
無
事
ニ
」
御
帰
城

被
為
成
候
」
旨
、
目
出
度
奉
」
存
候
、
上（

家
光
）様

御
」
機
嫌
之
御
様
躰
」
志
水
甲（

忠
政
）

斐
守
可
」

被
仰
上
候
、
此
等
之
」
趣
、
可
然
様
ニ
御
取
成
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

 

松
平
大
隅
守
」
重
則（
花
押
）

五（
寛
永
十
一
年
）

月
十
九
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
一
二
、
松
平
重
則
書
状　

阿
部
正
興
宛　
（
寛
永
十
年
）六
月
四
日
付 

一
通（
517
）

（
切
紙
）　

縦
一
六
・
七　

横
四
八
・
四

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
忝
拝
見
仕
候
、」
五（

光
友
）

郎
八
様
於
御
前
」
御
仕
合
残
無
御

座
候
、」
弥
御
息
災
ニ
御
機
嫌
能
」
被
成
御
座
候
間
、
御
心
易
」
被
為
思
召
候
様
ニ
御

取
成
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

 

松
平
大
隅
守
」
重
則（
花
押
）

六（
寛
永
十
年
）

月
四
日

阿
部
河（

正
興
）内

守
殿

○
光
友
が
将
軍
家
光
の
御
目
見
を
受
け
た
こ
と
に
つ
き
義
直
か
ら
の
礼
状
に
対
す
る
書

状
。

一
一
三
、
松
平
正
綱
書
状　

渡
辺
重
綱
宛　
三
月
六
日
付 

一
通（
524
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
四
八
・
七

（
追
而
書
）以
上

一
筆
申
入
候
、
為
御
使
」
其
元
御
越
之
由
、
御
太
義
共
候
、」
あ
し
き
時
分
其
地
居
合
」

不
申
候
て
、
不
得
貴
意
、
本
意
」
外
ニ
存
候
、
御
逗
留
之
内
」
爰
元
隙
明
罷
帰
候
者
、

面
上
ニ
可
申
承
候
、
従　

」
大
納（

義
直
）言

様
切
々
御
書
」
被
成
下
候
へ
共
、
先
月
中
旬
」
ゟ

此
地
ニ
罷
有
候
付
、
度
々
」
御
請
不
申
上
候
、
拙
者
是
ニ
」
罷
有
候
内
、
於
御
上
ハ
可

然
様
ニ
」
御
取
成
頼
申
候
、
恐
惶
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
綱（
花
押
）

三
月
六
日

渡
辺
忠（

重
綱
）右

衛
門
殿

○
義
直
か
ら
の
書
状
に
対
す
る
返
答
の
言
上
を
依
頼
す
る
書
状
。

一
一
四
、
松
平
正
久
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）六
月
十
九
日
付 

一
通（
530
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
七　

横
一
〇
八
・
六

（
追
而
書
）已
上

御
書
謹
而
奉
拝
上
候
、」
五（

光
友
）郎

八
様
・
御（

京
姫
）姫

様　

」
御
目
見
ニ
被
成
候
、
為
御
」
礼
志

水
甲（

忠
政
）

斐
守
殿
を
以
」
被
仰
上
候
処
ニ
、
甲
斐
守
殿
」
御
差
合
ニ
付
、
重
而
遠
山
」
掃（

景
吉
）部

殿
を
以
被
仰
上
候
、」
御
前
被
召
出
御
仕
合
」
能
御
座
候
、
其
上
御
帷
・
」
単
物
・
御

羽
織
御
拝
領
」
残
所
も
無
御
座
御
仕
合
」
に
存
候
間
、
於
様
子
者
」
御
心
安
可
被
思
召

候
、」
甲
斐
守
殿
御
差
合
之
」
通
を
も
各
具
御
」
披
露
御
座
候
、
随
而
」
諸
白
大
樽
弐
幷

串
海
鼠
」
壱
箱
致
拝
領
候
、
寔
拙
者
式
無
冥
加
忝
次
」
第
奉
存
候
、
御
次
而
之
」
刻
、

此
等
之
趣
可
然
様
ニ
」
御
礼
被
仰
上
可
被
下
候
、」
委
細
者
掃
部
殿
可
為
」
演
説
候
条
、

不
能
具
候
、」
恐
々
謹
言



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
〇

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

六（
寛
永
十
年
）

月
十
九
日

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
光
友
と
京
姫
の
将
軍
家
光
へ
の
御
目
見
が
済
ん
だ
こ
と
と
、
義
直
か
ら
の
贈
物
に
対

す
る
礼
状
。

一
一
五
、
松
平
正
久
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
七
年
）八
月
十
三
日
付

 

一
通（
533
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
三　

横
一
〇
二
・
二

（
追
而
書
）
尚
々
雅

（
酒
井
忠
世
）

楽
頭
・
大

（
土
井
利
勝
）

炊
頭
」
来
ル
廿
日
時
分
ニ
被
罷
立
」
分
ニ
御
座
候
、
駿

（
徳
川
忠
長
）

州

様
ゟ
ハ
」
土

（
鳥
居
成
次
）

佐
守
、
水

（
徳
川
頼
房
）

戸
様
ゟ
ハ
中
山
内
記
」
被
遣
筈
ニ
御
座
候
、
以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
、」
奉
拝
上
候
、
然
ハ
今
度
」
大
風
雨
ニ
而
、
那
古
屋
御
城
二
ノ
丸

幷
犬
山
之
城
」
矢
倉
な
と
破
損
之
所
」
修
覆
被
仰
付
度
」
之
旨
、
薗
田
善（

善
意
）

太
夫
を
以
」

被
仰
上
候
、
各
被
達　

」
上
聞
候
処
ニ
早
々
被
仰
付
候
」
様
に
と
、
御
意
ニ
付
、
其
」

通
皆
々
連
状
ニ
而
被
」
仰
達
候
、尚
爰
元
之
」
様
子
、善
太
夫
可
申
上
候
、」
此
等
之
趣
、

御
次
而
之
刻
」
被
仰
上
可
被
下
候
、
恐
々
謹
言

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

八（
寛
永
七
年
）

月
十
三
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
大
風
雨
で
名
古
屋
城
二
之
丸
や
犬
山
城
の
櫓
が
破
損
し
た
た
め
、
義
直
の
請
願
で
修

理
を
行
う
こ
と
、
検
分
に
酒
井
忠
世
と
土
井
利
勝
を
派
遣
す
る
と
伝
え
る
。

一
一
六
、
松
平
正
久
・
板
倉
重
昌
・
秋
元
泰
朝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛

（
寛
永
七
年
）八
月
十
三
日
付 

一
通（
534
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
六　

横
一
〇
九
・
八

御
書
致
拝
見
候
、
今
度
之
」
霖
雨
ニ
其
元
二
丸
石
垣
」
幷
犬
山
之
城
櫓
下
之
」
石
垣
破

損
之
所
被
成
」
修
復
度
之
旨
、
則
」
各
へ
申
達
候
之
処
、」
両

（
家
光
・
秀
忠
）

上
様
へ
被
得
御
意
候
へ

ハ
、」
早
々
可
被
仰
付
之
由
、」
上
意
之
通
被
申
入
候
、」
将
又　

相（
秀
忠
）国

様
一
段
」
御
機

嫌
好
被
成
御
座
候
、」
委
曲
園
田
善（

善
意
）

太
夫
方
」
可
被
申
上
候
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
披

露
候
、
恐
々
謹
言

 

秋
元
但
馬
守
」
泰
朝（
花
押
）」
板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）」

 

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八（
寛
永
七
年
）

月
十
三
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
風
雨
に
よ
る
名
古
屋
城
二
之
丸･

犬
山
城
破
損
に
つ
き
、
将
軍
家
光
と
大
御
所
秀
忠

か
ら
の
修
復
命
令
を
伝
え
る
書
状
。

一
一
七
、
松
平
正
久
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
八
月
廿
七
日
付 

一
通（
535
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
一
〇
六
・
七

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
頂
戴
致
拝
上
候
、
然
者
」
相（

お
亀
）

応
院
様
御
暇
被
進
、」
御
湯
治
相

当
い
た
し
御
」
満
足
ニ
被
思
食
候
段
、」
高
木
外（

吉
任
）記

殿
を
以
テ
」
被
仰
上
候
、　

御
前
」

御
仕
合
残
所
無
き
之
由
」
承
候
、
御
心
安
可
被
思
食
候
、」
拙
者
儀
二
三
日
寸
白
」
気

に
て
罷
有
候
ニ
」
付
而
、
外
記
殿
御
目
見
へ
」
時
分
御
取
持
も
不
仕
候
、」
随
而
此
表
相

替
儀
も
」
無
御
座
候
、
両

（
家
光
・
秀
忠
）

御
所
様
」
弥
御
機
嫌
能
被
成
御
座
候
、」
相（

秀
忠
）国

様
此
頃
両
度



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
一

海
へ
御
鉄
炮
ニ
被
為
成
、」
御
気
色
残
所
無
御
」
座
候
、
猶
爰
元
之
様
子
」
外
記
殿
可

被
仰
上
候
、」
右
之
趣
御
披
露
所
」
仰
候
、
恐
々
謹
言

  

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　

八
月
廿
七
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
相
応
院
お
亀
の
湯
治
見
舞
と
、
大
御
所
秀
忠
の
動
静
を
伝
え
る
書
状
。

一
一
八
、
松
平
正
久
書
状　

成
瀬
正
虎･

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
五
年
）十
一
月
四
日
付

 

一
通（
543
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
一
〇
六
・
七

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
」
書
奉
拝
上
候
、
然
ハ
」
路
次
中
御
無
事
ニ
」
御
帰
国
被
成
候
ニ
付
、

為
」
御
礼
渡
辺
半（

重
綱
）蔵

殿
」
を
以
被
為
仰
上
候
、　

」
御
前
御
仕
合
残
所
」
無
御
座
候
、

於
様
子
ハ
」
御
心
安
可
被
思
召
候
、
委
」
細
之
儀
ハ
半
蔵
殿
可
被
」
仰
上
候
、
将
又
初

而
被
為
取
候
御
鷹
之
鶴
、」
御
飛
脚
ニ
て
御
進
上
被
」
成
候
、
是
又
御
機
嫌
共
ニ
御
座
候
、

御
内　

書
」
可
被
進
と
の
仰
出
之
候
、」
扨
又
内
々
被
仰
候
御
」
普
請
、
来
三
月
ゟ
御
」

座
候
ニ
相
極
候
へ
共
、
未
」
誰
ニ
被
成
候
と
の
義
ハ
」
無
御
座
候
、
替
儀
候
者
」
従
是
可

申
上
候
、
右
之
」
趣
可
被
仰
上
候
、
恐
々
謹
言

  

松
平
右
衛
門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

　
　

十（
寛
永
五
年
）

一
月
四
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
と
義
直
献
上
の
御
鷹
の
鶴
の
返
礼
、
お
よ
び
内
示
の
あ
っ

た
普
請
に
つ
い
て
の
書
状
。

一
一
九
、
松
平
正
久
・
日
下
部
宗
好
書
状　

大
納
言
様
御
小
姓
衆
宛

（
寛
永
五
年
）極
月
廿
四
日
付 

一
通（
548
）

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
九　

横
一
〇
六
・
五

（
追
而
書
）
尚
々
此
儀
弥
以　

大
納
言
様
」
も
可
然
思
召
候
は　

御
自
筆
」
之
御
書
被
下

候
様
ニ
可
被
」　

仰
上
候
、
以
上

一
筆
致
啓
上
候
、
仍
竹

（
竹
腰
正
信
）

山
城
殿
」
御
息（

お
愛
）女

成（
成
瀬
正
虎
）

隼
人
へ
被
御
合
度
旨
、」
相（

お
亀
）

応
院
様
思
召

候
趣
、
土

（
土
井
利
勝
）

大
炊
殿
・
相（

秀
忠
）国

様
へ
被
仰
上
候
所
ニ
、
一
段
」
可
然
被
思
召
候
、
大
納（

義
直
）言

殿
」

次
第
之
由　

上
意
之
旨
、
土
」
大
炊
殿
被
仰
候
、
弥
以
尤
と
」
大
納
言
様
思
召
上
候
、

御
自
筆
」
之
御
書
拙
者
共
へ
被
下
候
」
様
ニ
可
被
仰
上
候
、
其
御
書
」
大
炊
殿
御
め
に

か
け
候
て
、」
相
き
わ
め
可
申
候
、
右
之
様
子
」
其
元
ニ
而
も
御
さ
た
被
成
ま
」
し
く
候
、

此
儀
相
き
わ
ま
り
候
ハ
ヽ
、
竹
山
城
娘
」
上
意
を
以
何
か
た
へ
も
有
」
付
申
度
旨
、
相
応

院
様
・
」
大
炊
殿
御
ふ
ミ
候
て
被
仰
」
上
候
へ
ば
、
成
隼
人
へ
可
申
」
合
旨　

上
意
之
由
、

拙
者
」
共
ゟ
く
が
い
む
き
の
状
」
進
上
可
申
候
、相
国
様
ハ
」
一
段
可
然
思
召
候
へ
共
、」

相
応
院
殿
被
仰
候
斗
ニ
而
、
大
納
言
様
思
召
い
か
ゝ
」
と
思
召
候
て
、
大
納
言
殿
」
次

第
と
被
仰
出
候
由
、」
大
炊
殿
被
仰
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　

極（
寛
永
五
年
）

月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
（
日
下
部
）

下
大
隅
守
」
宗（

忠
利
）好（

花
押
）」
松

（
松
平
）右

衛

門
大
夫
」
正
久（
花
押
）

大
納
言
様
御
小
性
」
御
披
露

○
相
応
院
お
亀
の
希
望
と
大
御
所
秀
忠
の
上
意
に
よ
る
竹
腰
正
信
娘（
お
愛
）と
成
瀬
正

虎
と
の
縁
組
を
伝
え
る
書
状
。

一
二
〇
、
三
浦
正
次
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）卯
月
十
六
日
付 

一
通（
552
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
二

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
五
一
・
三

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
頂
戴
」
忝
拝
見
仕
候
、
今
度
御
」
仕
合
残
所
無
御
座
候
て
、」
御
満

足
ニ
被
思
召
候
由
、
私
式
迄
」
被
仰
聞
、
過
分
不
浅
冥
加
之
」
至
ニ
奉
存
候
、
道
中
御

無
事
ニ
」
御
帰
国
被
遊
候
由
、
乍
恐
珍
」
重
ニ
奉
存
候
、
御
次
而
之
刻
可
」
然
様
ニ
頼

入
存
候
、
恐
惶
謹
言

 

三
浦
志
摩
守
」
正
次（
花
押
）

卯（
寛
永
十
年
）

月
十
六
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
二
一
、
三
浦
正
次
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
九
月
七
日
付 

一
通（
553
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
五
〇
・
四

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
謹
而
拝
見
」
仕
候
、
為
重
陽
之
御
」
祝
儀
御
小
袖
壱
重
」

致
拝
領
、
過
分
不
浅
」
冥
加
之
至
ニ
奉
存
候
、」
御
次
而
之
刻
可
然
様
ニ
」
頼
入
存
候
、

恐
惶
謹
言

 

三
浦
志
摩
守
」
正
次（
花
押
）

九
月
七
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
義
直
よ
り
重
陽
の
祝
儀
と
し
て
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
礼
状
。

一
二
二
、
三
浦
正
次
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
九
月
七
日
付 

一
通（
554
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
三
・
三

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
頂
戴
、
謹
而
忝
拝
見
」
仕
候
、
然
者
右（

光
友
）

兵
衛
督
様
へ
」
御
巣
鶴
二
連

被
遣
之
候
儀
」
被
聞
召
、
御
満
足
ニ
被
」
思
召
旨
、
私
式
迄
被
仰
聞
、」
過
分
至
極
冥

加
之
至
ニ
」
奉
存
候
、
御
次
而
之
刻
」
可
然
様
ニ
頼
入
存
候
、
恐
惶
謹
言

 

三
浦
志
摩
守
」
正
次（
花
押
）

九
月
七
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
光
友
が
将
軍
家
光
か
ら
御
巣
鶴
を
拝
領
し
た
こ
と
に
対
す
る
義
直
の
礼
状
に
対
す
る

書
状
。

一
二
三
、
水
野
忠
善
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）卯
月
十
八
日
付 

一
通（
556
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
三　

横
五
一
・
七

従　

大
納（

義
直
）言

様
尊
書
」
被
成
下
、
誠
以
忝
拝
受
」
仕
候
、
先
以
道
中
御
機
」
嫌
能
、
去

七
日
ニ
御
帰
城
」
被
成
之
旨
、
目
出
度
奉
存
候
、
御
次
而
之
刻
可
然
」
様
ニ
被
仰
上
可

給
候
、」
恐
々
謹
言

 

水
野
監
物
」
忠
善（
花
押
）

卯（
寛
永
十
年
）

月
十
八
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
三

一
二
四
、
水
野
忠
善
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）五
月
十
六
日
付 

一
通（
557
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
二
・
一

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
致
頂
戴
道
」
□
□
□
□
□
□
□
」
御
帰
城
之
旨
、
目

出
度
奉
存
候
、
此
等
之
趣
、
御
次
而
之
節
、
可
預
御
披
露
候
、」
恐
惶
謹
言

 

水
野
監
物
」
忠
善（
花
押
）

五（
寛
永
十
一
年
）

月
十
六
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
二
五
、
水
野
忠
吉
・
安
藤
直
次
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
五
年
）五
月
十
八
日
付

 

一
通（
559
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
一
〇
三
・
六

（
追
而
書
）以
上

従　

亜（
義
直
）相

様
御
」
書
被
成
下
、
忝
頂
」
戴
仕
候
、
然
者
於
江
」
戸
御
仕
合
残
所
無
」
御

座
御
帰
」
被
遊
ニ
付
而
、
常

（
徳
川
頼
宣
）

陸
介
殿
へ
」
様
子
為
可
被
仰
」
聞
、
渡
辺
新
左
衛（

秀
綱
）門

方
」

早
々
被
遣
候
段
、
別
」
過
分
忝
被
存
候
、」
誠
路
次
御
無
事
ニ
被
為
成
、
御
帰
城
目
」

出
度
御
事
共
難
申
」
上
候
、
右
之
通　

」
御
前
可
然
様
ニ
被
」
仰
上
可
被
下
候
、
恐
々
」

謹
言  

 

安
藤
帯
刀
」
直
次（
花
押
）」
水
野
淡
路
守
」
忠
吉（
花
押
）

十（
寛
永
五
年
）

月
十
八
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
し
、
徳
川
頼
宣
か
ら
の
祝
意
を
伝
え
る
書
状
。

一
二
六
、
宮
本
定
就
書
状　

高
力
信
重
宛　
十
二
月
十
一
日
付 

一
通（
560
）

（
切
紙
）　

縦
三
三
・
八　

横
四
八
・
一

昨
日
者
従
大
納（

義
直
）言

様
南
都
酒
両
樽
」
拝
受
仕
、
忝
儀
寔
冥
加
之
至
奉
」
存
候
、
御
城
罷

在
御
礼
延
引
所
存
之
」
外
御
座
候
、
御
次
而
候
者
、
可
然
之
様
御
」
執
成
奉
頼
存
候
、

猶
期
面
上
之
節
可
得
御
意
候
、」
恐
惶
謹
言

 

定
就（
花
押
）

十
二
月
十
一
日

〆
高
力
七
左（

信
重
）

衛
門
様
」
人
々
御
中 

宮
本
其
右
衛
門
尉
」
定
就　
　

○
義
直
よ
り
拝
領
の
南
都
酒（
奈
良
酒
）の
礼
状
。

一
二
七
、
森
川
重
俊
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
五
月
三
日
付 

一
通（
561
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
九　

横
五
二
・
一

一
筆
致
啓
上
候
、
仍
」
従
大
納（

義
直
）言

様
端
午
之
」
為
御
祝
儀
、
御
」
書
幷
御
帷
子
三
」
内

御
単
物
壱
拝
領
申
、
忝
頂
戴
仕
候
、」
御
次
之
時
分
可
然
」
様
御
取
成
奉
」
頼
候
、
恐

惶
謹
言

 

森
川
出
羽
守
」
重
俊

五
月
三
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
義
直
よ
り
拝
領
の
端
午
の
祝
儀
の
書
状
と
帷
子
に
対
す
る
礼
状
。

一
二
八
、
森
川
重
俊
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
八
月
七
日
付 

一
通（
562
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
四

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
三　

横
五
二
・
一

一
筆
致
啓
上
候
、仍
」
従　

大
納（

義
直
）言

様
鮎
之
」
鮨
壱
桶
拝
領
申
、」
過
分
至
極
奉
」
存
候
、

御
次
之
時
分
可
然
様
ニ
御
」
取
成
奉
頼
候
、」
恐
惶
謹
言

 

森
川
出
羽
守
」
重
俊

八
月
七
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
義
直
よ
り
拝
領
の
鮎
鮨
に
対
す
る
礼
状
。

一
二
九
、
柳
生
宗
矩
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）卯
月
廿
三
日
付 

一
通（
565
）

（
継
紙
）　

縦
一
四
・
八　

横
九
一
・
五

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
」
書
被
下
忝
次
第
、」
誠
ニ
無
冥
加
過
分
」
之
至
奉
存
候
、
永
々
」

御
逗
留
被
成
候
処
ニ
、」
切
々
御
見
舞
不
申
」
上
所
存
至
極
奉
」
存
候
、如
此
之
儀
身
ニ
」

余
奉
存
候
、御
無
事
ニ
」
御
帰
城
之
旨
、何
ゟ
」
目
出
奉
存
候
、爰
」
元
無
相
違
候
、万
」

半（
渡
辺
重
綱
）

蔵
殿
可
被
仰
上
候
間
、
不
具
候
、
可
然
様
ニ
」
此
等
之
趣
御
取
成
可
」
忝
存
候
、

恐
惶
謹
言

 

柳
生
但
馬
守
」
宗
矩（
花
押
）

卯（
寛
永
十
年
）

月
廿
三
日

成
瀬
隼（

正
虎
）人

殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
三
〇
、
柳
生
宗
矩
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）五
月
十
八
日
付 

一
通（
566
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
一　

横
五
〇
・
八

（
追
而
書
）已
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
忝
致
頭

（
頂
）戴

、
先
以
今
度
者
」
御
仕
合
能
御
暇
出
、
御
無
事
ニ
」

御
帰
城
之
旨
、
目
出
度
奉
」
存
候
、
頓
而
可
為
御
上
洛
候
間
、」
致
御
供
罷
上
、
万
々

御
礼
可
申
」
上
候
、
御
前
之
儀
者
甲

（
志
水
忠
政
）

斐
守
殿
」
可
被
仰
上
候
、
此
等
之
趣
可
然
様
ニ
御
」

披
露
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

 

柳
生
但
馬
守
」
宗
矩（
花
押
）

五（
寛
永
十
一
年
）

月
十
八
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
三
一
、
山
口
重
政
書
状　

阿
部
正
興
宛　
（
寛
永
十
年
）卯
月
廿
日
付 

一
通（
569
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
五　

横
五
一
・
二

今
度　

大
納（

義
直
）言

様
御
」
仕
合
能
御
暇
被
進
、
路
」
次
御
無
事
ニ
去
七
日
」
御
帰
国
被
為

成
之
旨
、
乍
」
恐
目
出
度
奉
存
候
、
殊
拙
者
式
迄　

御
書
成
」
被
下
、
誠
冥
加
之
至
」

奉
存
候
、
則
隼成

瀬
正
虎人

殿
」
迄
御
請
申
上
候
間
、
弥
」
御
前
可
然
様
ニ
御
取
成
奉
頼
候
、

恐
惶
謹
言

 

山
口
修
理
進
」
重
政（
花
押
）

卯（
寛
永
十
年
）

月
廿
日

阿
部
河（

正
興
）内

守
殿

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
五

一
三
二
、
渡
辺
宗
綱
書
状　

滝
川
忠
征
・
寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
四
年
）七
月
十
八
日
付

 

一
通（
575
）

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
八　

横
九
〇
・
二

（
追
而
書
）以
上

幸
便
御
座
候
、一
書
被
」
申
入
候
、　

大
納（

義
直
）言

様
」
道
中
御
無
事
ニ
」
御
帰
国
被
成
候
哉
、

乍
」
恐
無
心
元
奉
存
候
、」
貴
殿
も
御
息
災
ニ
て
」
御
供
候
哉
、
承
度
候
、」
爰
元
御
逗

留
中
ハ
」
為
何
御
馳
走
も
不
申
入
、」
い
つ
も
〳
〵
御
ふ
さ
た
」
計
打
過
迷
惑
此
」
事

候
、
相
応
之
御
用
」
等
候
者
、
可
被
仰
付
候
、
恐
惶
謹
言

 

渡
辺
図
書
助
」
宗
綱（
花
押
）

七（
寛
永
四
年
）

月
十
八
日

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様
」
滝
川
豊（

忠
征
）

前
守
様
」
人
々
御
中

○
義
直
の
名
古
屋
帰
城
報
告
に
対
す
る
返
書
。

一
三
三
、
渡
辺
宗
綱
書
状　

竹
腰
正
信･

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
四
年
）七
月
晦
日
付

 
一
通（
577
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
九
一
・
一

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
」
書
致
頂
戴
、
冥
」
加
至
極
奉
存
候
、
路
次
」
中
御
無
事
ニ
」
被
成

御
上
着
之
旨
」
被
仰
下
、
乍
恐
目
出
」
度
奉
存
候
、
将
亦　

」
大（

秀
忠
）

御
所
様
江
為
御
使
者

石
河
市（

光
忠
）正

殿
」
御
樽
・
肴
御
進
上
」
被
成
、
土

（
土
井
利
勝
）

大
炊
殿
御
披
露
を
以
、
昨
廿
九
日
ニ
御

仕
合
能
上
申
候
間
、
右
之
旨
可
被
仰
上
候
、」
両

（
家
光
・

　

御秀
忠
）所

様
御
機
嫌
」
能
、
弥
御
息
災

被
成
御
座
候
間
、
御
心
易
可
被
思
召
候
、
恐
惶
謹
言

 

渡
辺
図
書
助
」
宗
綱（
花
押
）

七（
寛
永
四
年
）

月
晦
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
殿

○
江
戸
参
府
の
義
直
が
、
大
御
所
秀
忠
の
も
と
へ
使
者
を
遣
わ
し
た
こ
と
に
対
す
る
返

書
。

一
三
四
、
金
地
院
崇
伝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
七
年
）八
月
十
九
日
付

 

一
通（
589
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
一　

横
九
五
・
五

（
追
而
書
）以
上

一
書
致
啓
上
候
、
貴
国
」
大
洪
水
之
由
承
及
申
候
、」
如
何
御
座
候
哉
、
無
御
心
元
」

奉
存
候
、
態
以
使
者
御
」
見
舞
可
申
上
本
意
ニ
」
御
座
候
ヘ
共
、
乍
略
儀
従
」
御
屋
敷

之
幸
便
ニ
言
」
上
仕
候
、
当
地
相
替
儀
」
無
御
座
候
、
風
儀
も
一
段
」
能
御
座
候
、
第

一　

」
両

（
家
光
・

　

上秀
忠
）様

御
機
嫌
能
」
被
成　

御
座
候
、
御
心
安
」
可
被
思
召
候
、
先
日
者
被
」

成
下
御
書
、忝
奉
存
候
、」
其
節
請
申
上
候
、尚
」
以
御
前
可
然
様
、御
取
成
」
所
仰
候
、

恐
々
謹
言

 

金
地
院
」
崇
伝（
花
押
）

八（
寛
永
七
年
）

月
十
九
日

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
江
戸
在
府
の
崇
伝
よ
り
義
直
に
宛
て
、
尾
張
の
大
洪
水
を
見
舞
う
書
状
。

一
三
五
、
つ
ぼ
ね
消
息　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
寛
永
九
〜
十
年 

一
通（
597
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
二　

横
九
二
・
八



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
六

（
追
而
書
）返
々
く
は
う
様
い
よ
く 

」
御
き
け
ん
の
御
事
に
て
、」
御
心
や
す
く
」
お
ほ

し
め
し
候
」
や
う
に
仰
上
ら
れ
候
へ
く
候
、」
め
て
た
く
か
し
く

大
納（

義
直
）言

様
よ
り
」
ひ
め
君（

大
姫
）様

へ
」
御
み
ま
ひ
と
」
仰
ら
れ
、
大
た
る
弐
」
ま
い
ら
せ
ら

れ
候
、」
す
な
は
ち
」
御
め
に
か
け
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、」
御
気
に
入
ら
せ
給
候
、」
御

ま
ん
そ
く
に
」
お
ほ
し
め
し
候
」
よ
し
、
そ
も
し
様
た
ち
」
ま
て
よ
く
〳
〵
」
仰
ら
れ

候
、
め
て
度
」
か
し
く

 

よ
り
」
つ
ほ
ね　
　

た
け
の
こ
し
山（

正
信
）

城
様
」
な
る
せ
は
や
人（

正
虎
）様　

ま
い
る

○
つ
ぼ
ね（
将
軍
御
台
所
の
侍
女
）よ
り
義
直
へ
、
姫
君
様（
家
光
養
女
大
姫
）へ
の
贈
物
に

対
す
る
返
礼
。

一
三
六
、
書
状
断
簡　

宛
先
未
明 

一
通（
606
）

（
切
紙
）　

縦
一
五
・
二　

横
四
六
・
四

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、
然
」
者
当
御
地
御
参
勤
之
」
儀
被
仰
上
候

所
ニ
、
三
月
末
・
四
月
上
旬
御
参
府
」
可
有
之
旨
、
被　

」
仰
出
、
御
満
足
就
思
召

候
、」
以
使
者
被
仰
上
候
御
書
」
面
之
儀
、
奉
得
其
意
候
、］（
以
後
欠
失
）

○
義
直
の
示
し
た
、
江
戸
へ
の
参
勤
時
期
に
つ
い
て
将
軍
が
承
知
し
た
件
に
つ
い
て
伝

え
た
書
状
。

Ｂ
─

1　

将
軍
家
関
連　

一
〜
六
四

一
、
青
山
幸
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
月
三
日
付 

一
通（
7
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
五
二
・
〇

公（
家
光
）方

様
御
機
嫌
之
御
」
様
躰
無
心
元
被
思
召
、」
清（

志
水
忠
政
）

水
甲
斐
守
方
被
差
進
、」
拙
者
式
へ

茂
御
書
忝
致
」
拝
見
候
、
去
朔
日
諸
大
名
」
衆
如
例
月
御
対
面
被
成
、」
御
気
色
相
替

儀
無
御
」
座
候
間
、
御
心
易
可
被
思
召
候
、」
委
細
者
甲
斐
守
殿
可
被
」
仰
上
候
、
此

等
之
趣
可
然
様
ニ
」
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
」
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

十
月
三
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
義
直
か
ら
の
将
軍
家
光
の
病
気
見
舞
に
対
す
る
書
状
。

二
、
青
山
幸
成
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
一
月
四
日
付 

一
通（
9
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
〇　

横
五
二
・
〇

今
度
其
元
御
鷹
野
」
被
成
御
出
、
初
ニ
御
と
ら
」
せ
候
鶴
御
進
上
ニ
付
」
御
書
致
拝
見

候
、
則
」
大

（
土
井
利
勝
）

炊
頭
被
遂
披
露
候
」
之
処
、
御
機
嫌
御
座
候
、」
此
等
之
趣
宜
預
御
披
」

露
候
、
恐
々
謹
言

 

青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）

十
一
月
四
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
が
鷹
狩
で
捕
ら
え
た
鶴
を
将
軍
家
光
に
進
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
。

三
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
カ
）九
月
十
八
日
付 

一
通（
53
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
一
・
九



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
七

自
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
謹
而
忝
致
拝
見
候
、」
常（

お
初
）

高
院
殿
御
逝
去
」
付
而
、
早
々
被
為
入

御
念
」
被
仰
上
候
通
、
各
被
遂
」
披
露
候
、
寔
私
式
迄
」
被
仰
下
候
御
事
、
過
分
」
至

極
奉
存
候
、
此
等
之
趣
」
可
然
様
御
取
成
所
」
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋（
花
押
）

九（
寛
永
十
年
カ
）

月
十
八
日

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
常
高
院（
お
初
。
大
御
所
秀
忠
御
台
所
お
江
姉
・
京
極
高
次
正
室
）の
逝
去
に
接
し
、
義
直

か
ら
の
弔
意
に
対
す
る
返
書
。

四
、
阿
部
忠
秋
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
四
日
付 

一
通（
54
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
三
・
四

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
忝
頂
戴
仕
候
、」
上（

家
光
）様

御
気
色
弥
御
快
気
」
被
成
、
去
朔

日
ニ
御
表
ヘ
」
出
御
被
為
成
、
其
後
打
続
弥
」
御
機
嫌
残
所
無
御
座
候
、」
委
曲
清（

志
水
忠
政
）

水
甲
斐

守
殿
可
被
」
申
上
候
、
此
等
之
趣
、
御
序
之
」
刻
可
然
之
様
御
執
成
所
」
仰
候
、
恐
々

謹
言

 

阿
部
豊
後
守
」
忠
秋（
花
押
）

十（
寛
永
十
年
）

月
四
日

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

五
、
井
伊
直
孝
書
状　

志
水
忠
政
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
三
日
付 

一
通（
81
）

（
切
紙
）　

縦
三
五
・
二　

横
五
一
・
八

（
追
而
書
）猶
々
御
来
越
之
処
他
出
不
懸
御
目
、」
迷
惑
仕
候
、
以
上
」

上（
家
光
）様

御
気
色
逐
日　

御
快
気
被
為
」
成
候
段
、
被
為
成　

御
聞
、
従　

大
納（

義
直
）言

様
」
貴

様
御
使
ニ
而
被　

仰
上
候
ニ
付
、
私
躰
江
迄
」
御
書
拝
領
忝
奉
存
候
、
御
気
色
大
」
形

御
本
復
被
為
成
、
一
昨
朔
日
ニ
御
表
江
」
被
為　

成
、
各
被
致　

御
目
見
目
出
度
忝
」

奉
存
候
、
此
段
可
被
仰
上
候
、
御
請
者
慮
」
外
ニ
奉
存
候
条
、
可
然
様
御
取
成
頼
入
存

候
、」
恐
惶
謹
言

 

直
孝（
花
押
）」
井
伊
掃
部
頭

　

十（
寛
永
十
年
）

月
三
日

　

 

〆
清（

志
水
忠
政
）

水
甲
斐
守
様
」
人
々
御
中

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

六
、
井
伊
直
孝
書
状　

小
笠
原
次
郎
右
衛
門
尉
宛　
（
寛
永
十
二
年
）極
月
十
四
日
付

 

一
通（
82
）

（
切
紙
）　

縦
三
四
・
〇　

横
四
七
・
四

駿
府
御
城
火
事
之
儀
ニ
付
而
、
従
」
大
納（

義
直
）言

様
以
貴
殿　

御
機
嫌
之
御
」
様
子
、
無
御

心
元
被
為
思
召
被
仰
上
候
」
付
而
、
私
躰
迄
御
書
拝
領
忝
奉
」
存
候
、
御
書
之
御
請
者

慮
外
ニ
奉
」
存
候
間
、
遠
慮
仕
候
、
可
然
様
ニ
被
仰
」
上
頼
入
存
候
、
御
出
之
節
者
出

仕
申
」
時
分
ニ
付
而
、
早
々
之
躰
致
迷
惑
候
、」
恐
惶
謹
言

 

直
孝（
花
押
）」
井
伊
掃
部
頭　
　

　

極（
寛
永
十
二
年
）

月
十
四
日

　

 

〆
小
笠
原
治
郎
右
衛（

某

）
門
尉
様
」
人
々
御
中

○
駿
府
城
の
火
事
に
つ
き
、
義
直
か
ら
の
見
舞
に
対
す
る
返
書
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
八

七
、
板
倉
重
宗
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
廿
六
日
付 

一
通（
86
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
一
〇
六
・
五

（
追
而
書
）以
上

御
書
致
拝
見
候
、」
将（

家
光
）軍

様
被
成
御
疱
瘡
付
、」
路
次
迄
被
成
御
下
向
候
」
処
、
御
疱
瘡

早
速
」
被
成
御
快
気
付
、
可
被
成
」
御
帰
之
由
、
被
仰
出
ニ
付
、」
中
途
ゟ
御
上
洛
被

成
由
、」
上
下
目
出
度
奉
存
儀
」
不
過
之
候
、
不
被
聞
召
」
合
路
次
迄
御
下
向
、」
両

（
家
光
・

　

上秀
忠
）様

も
御
満
足
ニ
」
可
被
思
食
と
奉
察
候
、」
誠
下
々
も
左
様
ニ
軽
」
罷
下
儀
成
兼
申
儀
ニ
」

御
座
候
処
、
乍
恐
奉
感
候
、」
将
又
寒
塩
鶴
壱
頂
戴
」
仕
、
過
分
至
極
奉
存
候
、」
此
等

之
趣
可
然
様
ニ
御
披
」
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 
板
倉
周
防
守
」
重
宗（
花
押
）

　

閏（
寛
永
六
年
）

二
月
廿
六
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
将
軍
家
光
、
疱
瘡
が
回
復
し
た
た
め
江
戸
帰
還
を
取
り
や
め
て
上
洛
の
途
に
つ
い
た

こ
と
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

八
、
板
倉
重
昌
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）九
月
廿
三
日
付 

一
通（
108
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
四　

横
九
一
・
四

（
追
而
書
）以
上

一
筆
致
啓
上
候
、先
」
日
常（

お
初
）

高
院
様
御
」
仕
合
付
、
御
年
寄
衆
へ
」
御
使
者
被
遣
候
節
、」

拙
者
式
へ
も
御
書
」
被
成
下
、」
忝
頂
戴
」
仕
候
、
其
砌
日
光
へ
」
御
使
ニ
罷
越
候
而
、」

御
請
不
申
上
致
」
迷
惑
候
、
御
次
而
之
刻
、
此
等
之
趣
」
可
然
様
被
仰
上
」
可
被
下
候
、

恐
々
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

　

九（
寛
永
十
年
）

月
廿
三
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様

○
常
高
院（
既
出
）逝
去
に
つ
き
、
義
直
か
ら
の
弔
意
に
対
す
る
返
書
。

九
、
板
倉
重
昌
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
二
日
付 

一
通（
111
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
五　

横
八
九
・
八

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、」
上（

家
光
）様

御
気
色
無
御
」
心
元
被
思
食
、

伊
奈
」
左（

吉
勝
）門

殿
御
下
被
成
候
処
ニ
、」
御
前
へ
被
召
出
仕
」
合
無
御
座
所　

御
目
見
」

被
仕
候
衆
罷
登
候
、」
上
様
弥
御
機
嫌
」
能
、
表
へ
も
被
為
」
成
、
御
膳
な
と
も
」
如
常

被
召
上
候
間
、」
御
心
易
可
被
思
召
候
、」
委
細
者
左
門
殿
」
可
被
仰
上
候
条
、
御
」
次

而
之
刻
、
此
等
之
趣
」
御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

月
二
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

一
〇
、
板
倉
重
昌
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
四
日
付 

一
通（
112
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
一　

横
九
一
・
四

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、」
上（

家
光
）様

御
気
色
無
御
」
心
元
被
思
召
、



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

六
九

成
瀬
」
吉（

正
則
）左

衛
門
御
下
被
成
」
之
処
ニ
、　

御
前
へ
」
被
召
出
、
仕
合
残
所
」
無
御
座
、

御
目
見
へ
」
被
仕
候
、　

上（
家
光
）様

弥
以
」
御
機
嫌
能
御
座
」
被
成
候
条
、
御
心
易
」
可
被

思
召
候
、
御
次
而
之
」
節
、
此
等
之
通
被
仰
」
上
可
被
下
候
、
恐
々
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

十（
寛
永
十
年
）

月
四
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

一
一
、
板
倉
重
昌
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
廿
七
日
付 

一
通（
116
）

（
継
紙
）　

縦
一
四
・
一　

横
八
八
・
一

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、」
上（

家
光
）様

御
気
色
無
」
御
心
元
被
思
召
、

御
」
年
寄
衆
迄
御
使
者
」
御
下
被
成
候
、　

上（
家
光
）様

」
此
間
者
弥
御
気
色
」
能
被
成
御
座

候
間
、」
御
心
易
可
被
思
召
候
、」
委
細
之
儀
者
」
御
使
者
口
上
ニ
可
」
被
仰
上
候
間
、

此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

月
廿
七
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

一
二
、
板
倉
重
昌
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
年
）十
一
月
朔
日
付 

一
通（
117
）

（
継
紙
）　

縦
一
五
・
三　

横
九
〇
・
四

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
」
書
被
成
下
、
忝
頂
戴
仕
候
、
公（

家
光
）方

様
」
御
気
色
無
御
心
」
許
被
思

召
、
御
使
者
」
御
下
、
乍
恐
尤
奉
」
存
候
、
今
程
者
透
与
」
被
為
得
御
快
気
、」
御
膳
な

と
も
如
常
」
被
召
上
、
弥
御
機
」
嫌
能
被
成
御
座
候
間
、」
御
心
易
可
被
思
召
候
、」
御

次
而
之
節
、
此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

板
倉
内
膳
正
」
重
昌（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

一
月
朔
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
様

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

一
三
、
伊
丹
康
勝
書
状　

阿
部
正
興
宛　
（
寛
永
六
年
）四
月
五
日
付 

一
通（
123
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
七　

横
一
〇
二
・
五

（
追
而
書
）以
上

一
書
致
啓
上
候
、
然
者
」
将（

家
光
）軍

様
今
五
日
初
而
」
西
之
丸
へ
被
為
成
、」
大（

秀
忠
）

御
所
様
御
機

嫌
残
所
」
無
御
座
候
、
三
献
之
御
」
祝
七
五
三
之
御
振
舞
、」
終
日
御
能
被　

仰
付

候
、」
委
細
者
竹
腰
山（

正
信
）城

殿
ゟ
可
被
申
上
候
、
右
之
趣
」
大
納（

義
直
）言

様
被
為
聞
御
満
足
ニ
可

被
思
召
と
乍
恐
」
奉
察
候
、
誠
か
様
之
目
出
度
儀
共
御
座
」
有
間
敷
候
、
此
等
之
趣
、

宜
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

伊
丹
播
磨
守
」
康
勝（
花
押
）

　

四（
寛
永
六
年
）

月
五
日

　
　

阿
部
河（

正
興
）

内
守
様

○
将
軍
家
光
、
江
戸
城
西
之
丸
で
大
御
所
秀
忠
主
催
の
饗
応
を
受
け
た
こ
と
を
報
じ
る

書
状
。

一
四
、
伊
丹
康
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）六
月
廿
四
日
付 

一
通（
125
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
〇

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
一
〇
二
・
四

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
忝
謹
而
頂
戴
」
仕
候
、　

公（
家
光
）方

様
箱
根
」
御
越
山
御
機

嫌
之
御
」
様
子
被
聞
召
度
思
召
」
之
由
、
乍
恐
御
尤
奉
」
存
候
、
今
廿
四
日
辰
」
上
刻

小
田
原　

出
御
、」
於
箱
根
昼
御
膳
御
」
快
被
為
上
、
至
三
島
」
被
成
御
着
座
候
、　

御
」
機
嫌
残
所
無
御
座
候
、」
明
日
者
蒲
原
へ
可
被
為
」
成
之
旨
御
座
候
、
右
之
段
」

拙
者
式
迄
被
仰
聞
候
義
、」
過
分
冥
加
至
極
奉
」
存
候
、
此
趣
御
次
之
刻
」
宜
預
御
取

成
候
、
恐
々
」
謹
言

 

伊
丹
播
磨
守
」
康
勝（
花
押
）

六（
寛
永
十
一
年
）

月
廿
四
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
将
軍
家
光
、
上
洛
の
途
次
箱
根
山
を
越
え
た
こ
と
を
報
じ
る
書
状
。

一
五
、
伊
丹
康
勝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
六
年
カ
）七
月
十
一
日
付 

一
通（
126
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
六　

横
五
五
・
三

従
大
納（

義
直
）言

様
成
御
書
被
下
、」
謹
而
致
拝
見
候
、
然
者　

」
将（

家
光
）軍

様
御
違
例
無
御
心
」

元
被
思
召
、
以
御
使
者
被
仰
」
上
候
、
早
被
為
成
御
本
復
候
」
間
、
御
心
易
可
被
思
召

候
、」
早
々
御
使
者
被
成
御
進
上
」
一
段
御
機
嫌
之
御
事
ニ
」
御
座
候
、
委
曲
松
井
」

主（
某
）殿

助
殿
可
被
申
上
候
、
此
等
之
趣
宜
御
取
成
候
、
恐
々
」
謹
言

 

伊
丹
播
磨
守
」
康
勝（
花
押
）

　

七（
寛
永
六
年
カ
）

月
十
一
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

一
六
、
伊
丹
康
勝
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
一
年
）八
月
廿
六
日
付 

一
通（
130
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
〇　

横
五
〇
・
五

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
致
頂
」
戴
、
忝
奉
存
候
、
仍　

」
公（

家
光
）方

様
路
次
中
御
機
」
嫌
能
当

地
へ
被
為
成
、」　

御
着
座
候
儀
、
目
出
度
被
思
」
召
、
竹
腰
出（

信
良
）雲

守
殿
を
以
被
為
」
仰

上
候
、　

御
前
残
所
無
御
座
」
御
様
子
ニ
候
、
委
細
者
出
雲
守
殿
」
可
被
仰
上
候
、
此

等
之
趣
宜
」
御
取
成
候
、
恐
惶
謹
言

 

伊
丹
播
磨
守
」
康
勝（
花
押
）

　

八
（
寛
永
十
一
年
）

月
廿
六
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿
」
人
々
御
中

○
上
洛
し
た
将
軍
家
光
が
二
条
城
に
到
着
し
た
こ
と
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返

書
。

一
七
、
伊
丹
康
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
五
年
）十
月
廿
五
日
付 

一
通（
139
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
五　

横
一
〇
五
・
四

（
追
而
書
）已
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
謹
而
拝
見
」
忝
奉
存
候
、
今
度
之
」
為
御
礼
渡
辺

半（
重
綱
）蔵

殿
」
を
以
被
仰
上
候
、
両

（
家
光
・

　

」
上秀

忠
）様

御
前
残
所
無
御
座
」
御
仕
合
ニ
候
、
委
細
半

蔵
殿
」
可
被
申
上
存
候
、
然
者
道
」
中
御
機
嫌
能
被
成
御
」
帰
城
之
旨
、
目
出
度
奉
」

存
候
、
不
始
爾
今
儀
ニ
」
候
へ
共
、
今
度
別
而
」
御
懇
志
之
儀
共
過
分
」
忝
仕
合
、
不

浅
奉
存
候
、」
誠
冥
加
至
極
ニ
候
、」
御
次
而
も
候
ハ
者
、
此
等
之
」
趣
、
可
然
様
御
取
成

所
」
仰
候
、
恐
々
謹
言



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
一

 

伊
丹
播
磨
守
」
康
勝（
花
押
）

　

十（
寛
永
五
年
）

月
廿
五
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
将
軍
家
光
が
京
都
か
ら
江
戸
に
帰
還
し
た
こ
と
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
礼

状
。

一
八
、
伊
丹
康
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
六
年
）十
一
月
四
日
付

 

一
通（
140
）

（
継
紙
）縦
一
九
・
六　

横
一
一
〇
・
二

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
被
」
成
下
、
謹
而
拝
見
忝
奉
」
存
候
、
然
者
将（

家
光
）軍

様
」
西
之
丸
ヘ
御

口
切
ニ
被
為
」
成
候
儀
、
目
出
度
被
思
召
、」
小
笠
原
土（

政
元
）

佐
守
方
を
以
」
被
仰
上
、
御

樽
・
肴
被
成
」
御
進
上
候
、
則
酒
井
雅（

忠
世
）楽

頭
・
」
同
讃
岐（

忠
勝
）守

被
遂
披
露
候
処
、」
御
座

之
間
へ
被
召
出
、
御
」
機
嫌
之
旨　

直
ニ
」
被
仰
含
候
、
委
曲
土
佐
守
殿
」
可
為
演
説

候
間
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

伊
丹
播
磨
守
」
康
勝（
花
押
）

　

十（
寛
永
六
年
）

一
月
四
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
将
軍
家
光
が
口
切
の
た
め
江
戸
城
西
之
丸
へ
御
成
し
た
の
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対

す
る
礼
状
。

一
九
、
稲
葉
正
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
十
月
四
日
付 

一
通（
162
）

（
継
紙
）　

縦
一
八
・
九　

横
一
〇
四
・
四

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
致
拝
見
候
、」
如
御
意　

上（
家
光
）様

御
灸
」
被
遊
、
早

速
御
快
然
之
」
御
事
ニ
而
、
御
膳
も
御
快
」
被　

召
上
之
由
申
来
候
、」
右
之
通
各
ゟ
被

申
上
」
御
満
足
被
思
召
之
由
、」
奉
得
其
意
存
候
、」
私
儀
于
今
相
煩
知
行
」
所
罷
在
、

御
前
之
」
御
様
子
不
存
候
間
、」
不
能
其
儀
候
、
委
曲
」
御
様
躰
御
使
者
可
」
申
上
候
、

此
等
之
趣
、
以
」
御
次
而
可
然
様
被
」
仰
上
可
被
下
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

稲
葉
丹
後
守
」
正
勝（
花
押
）

　

十
月
四
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
が
灸
治
後
、
病
気
か
ら
回
復
し
た
こ
と
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
礼

状
。

二
〇
、
稲
葉
正
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
廿
五
日
付 

一
通（
163
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
九　

横
五
六
・
二

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
成
」
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、」
然
者　

公（
家
光
）方

様
頃
日
少
御
」
煩
敷

就
被
為
成
御
座
候
、
以
」
御
使
者
被
仰
上
之
由
、
奉
」
得
其
意
存
知
候
、
御
気
色
」
指

而
之
御
事
ニ
而
無
御
座
、」
遂
日
被
為
得
御
快
気
候
、」
委
曲
御
使
者
可
被
仰
上
候
、」
此

等
之
趣
、
以
御
次
而
可
然
」
様
御
取
成
奉
頼
存
候
、」
恐
惶
謹
言

 

稲
葉
丹
後
守
」
正
勝（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

月
廿
五
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
二

二
一
、
稲
葉
正
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
廿
六
日
付 

一
通（
164
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
〇　

横
一
〇
八
・
九

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
致
拝
見
候
、」
然
者　

上（
家
光
）様

去
頃
之
御
」
不
例
少

御
再
発
ニ
付
、」
各
ゟ
以
次
飛
脚
御
注
進
」
被
申
上
、
無
御
心
元
被
」
思
食
之
旨
、
奉

得
其
」
意
候
、
併
当
御
地
被
成
」
御
参
府
義
者
、
重
而
」
御
注
進
被
申
上
迄
者
」
御
延

引
被
遊
之
由
、
御
尤
」
奉
存
候
、
御
気
色
弥
」
御
快
然
之
御
事
ニ
而
、
今
程
」
御
機
嫌

能
被
成
御
座
候
間
、」
御
心
易
可
被
思
食
候
、
委
曲
」
御
様
躰
御
使
者
可
為
」
演
説
候
、

此
等
之
趣
、
以
御
」
次
而
可
然
様
御
取
成
奉
頼
候
、」
恐
惶
謹
言

 

稲
葉
丹
後
守
」
正
勝（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

月
廿
六
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
将
軍
家
光
の
病
気
再
発
を
報
じ
る
も
、
義
直
の
江
戸
出
府
留
保
を
勧
め
る
書
状
。

二
二
、
井
上
正
就
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）九
月
廿
二
日
付 

一
通（
182
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
一　

横
五
六
・
六

（
追
而
書
）以
上

御
書
忝
致
拝
見
候
、
今
度
」
相（

秀
忠
）国

様
御
本
丸
へ
御
成
之
儀
」
御
珍
重
被
思
食
、
以
生
駒
」

因（
利
豊
）幡

方
被
仰
上
候
、
土

（
土
井
利
勝
）

大
炊
」
披
露
之
処
、
則　

御
前
へ
」
被
召
出
、
御
念
之
入
候
通
」

御
機
嫌
之
御
事
ニ
御
座
候
、」
委
曲
因
幡
殿
可
為
演
説
候
、」
此
旨
宜
預
御
披
露
候
、」

恐
々
謹
言

 

井
上
主
計
頭
」
正
就（
花
押
）

　

九（
寛
永
四
年
）

月
廿
二
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
が
江
戸
城
本
丸
へ
御
成
し
た
こ
と
を
祝
い
義
直
が
使
者
を
派
遣
し
た
件

に
つ
い
て
の
書
状
。

二
三
、
井
上
正
就
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）霜
月
廿
日
付 

一
通（
184
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
九
五
・
六

相（
秀
忠
）国

様
御
鷹
野
」
出
御
被
成
候
ニ
付
而
、
可
致
」
御
供
与
被
思
召
、
従　

」
大
納（

義
直
）言

様

御
小
袖
」
壱
重
拝
領
仕
候
、
被
思
」
召
出
、
忝
仕
合
無
冥
」
加
奉
存
候
、
本
日
廿
二
日
」

御
泊
鷹
野
可
被
為
」
成
旨
ニ
御
座
候
、
就
中
」
大
納
言
様
御
機
嫌
」
能
御
座
候
由
、
目

出
度
」
奉
存
候
、
御
次
而
之
節
、」
可
然
様
被
仰
上
可
」
被
下
候
、
恐
々
謹
言

 

井
上
主
計
頭
」
正
就（
花
押
）

　

霜（
寛
永
四
年
）

月
廿
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
の
鷹
狩
り
に
供
奉
す
る
に
あ
た
り
、
義
直
か
ら
小
袖
を
拝
領
し
た
こ
と

に
対
す
る
礼
状
。

二
四
、
井
上
正
就
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）十
二
月
六
日
付 

一
通（
185
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
八　

横
五
五
・
七

（
追
而
書
）尚
以
永（

永
井
尚
政
）

信
濃
守
者
御
暇
被
」
下
、
知
行
所
へ
参
候
間
、
不
」
能
加
判
候
、
以
上

御
書
致
拝
見
候
、　

」
大（

秀
忠
）

御
所
様
今
度
御
泊
」
鷹
野
ニ
被
成
出
御
候
」
付
而
、
御
機
嫌

之
御
様
子
」
被
聞
召
度
思
召
、
以
園
田
」
七
郎
左
衛
門（

某
）尉

方
被
仰
上
候
、」
土

（
土
井
利
勝
）

大
炊
披

露
之
処
、
則
」
御
使
者　

御
前
へ
被
」
召
出
、
被
入
御
念
候
趣
、
不
大
」
形
御
機
嫌
共



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
三

ニ
御
座
候
、」
委
曲
七
郎
左
衛
門
尉
殿
可
為
演
」
説
候
、此
等
之
趣
、可
預
」
御
取
成
候
、

恐
々
謹
言

 

井
上
主
計
頭
」
正
就（
花
押
）

　

十（
寛
永
四
年
）

二
月
六
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
の
鷹
狩
を
祝
う
義
直
の
使
者
が
秀
忠
の
御
目
見
を
得
た
こ
と
を
報
じ
る

書
状
。

二
五
、
井
上
正
就
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）十
二
月
六
日
付 

一
通（
186
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
五　

横
五
三
・
〇

御
書
拝
見
仕
候
、
今
度
」
大（

秀
忠
）

御
所
様
御
泊
御
鷹
野
ニ
」
被
為
成
候
付
而
、
御
機
嫌
之
」

御
様
子
被
聞
召
度
思
召
、」
以
御
使
者
被
仰
上
候
、
御
」
鷹
野
中
御
機
嫌
能
、
去
二
日

被
成
、
還
御
候
、」
先
以
御
小
袖
一
重
致
拝
」
領
候
、
誠
過
分
忝
奉
」
存
候
、
先
日
以

懸
札
御
」
礼
申
上
候
へ
共
、
弥
可
然
候
様
」
御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
謹
言

 

井
上
主
計
頭
」
正
就（
花
押
）

十（
寛
永
四
年
）

二
月
六
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
大
御
所
秀
忠
が
鷹
狩
よ
り
帰
還
し
た
こ
と
を
報
じ
、
義
直
か
ら
贈
ら
れ
た
小
袖
の
礼

状
。

二
六
、
太
田
資
宗
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
九
月
十
一
日
付 

一
通（
196
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
三
・
七

御
書
忝
致
頂
戴
候
、」
公（

家
光
）方

様
日
光
被
為
成
」
御
社
参
候
付
而
、
御
機
嫌
之
」
御
様
子

為
可
被
聞
召
、」
大
道
寺（

直
重
）玄

蕃
方
以
」
被
仰
上
候
、
則　

」
御
前
江
被
召
出
、
御
機
嫌

之
旨
」
御
直
被
仰
含
、
仕
合
残
」
所
無
御
座
候
、
此
旨
御
次
」
手
之
剋
、
可
然
之
様
」

御
取
成
所
仰
候
、
恐
々
」
謹
言

 

太
田
備
中
守
」
資
宗（
花
押
）

　

九
月
十
一
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
将
軍
家
光
の
日
光
社
参
に
つ
き
、
義
直
の
使
者
が
家
光
の
御
前
に
召
し
出
さ
れ
た
こ

と
を
報
じ
る
書
状
。

二
七
、
太
田
資
宗
書
状　

寺
尾
直
政
宛　
（
寛
永
十
二
年
）十
二
月
十
五
日
付 

一
通（
199
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
二　

横
五
〇
・
六

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
致
拝
見
候
、」
然
者
駿
府
御
城
火
事
」
出
来
仕
付
而
、

御
使
者
以
」
被
仰
上
之
旨
、奉
得
其
」
意
候
、誠
早
々
被
為
入
」
御
念
御
事
共
奉
存
候
、」

此
旨
宜
預
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

太
田
備
中
守
」
資
宗（
花
押
）

　

十
（
寛
永
十
二
年
）

二
月
十
五
日

　
　

寺
尾
左（

直
政
）

馬
助
殿

○
義
直
か
ら
の
、
駿
府
城
火
事
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

二
八
、
加
々
爪
忠
澄
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
四
年
）霜
月
廿
五
日
付 

一
通（
217
）

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
七　

横
九
八
・
五



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
四

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
成
下
、
忝
謹
而
致
」
頭

（
頂
）戴

候
、
然
者
」
相（

秀
忠
）国

様
御
泊
鷹
」
野

被
成　

出
御
付
而
、」
御
機
嫌
之
御
様
子
被
」
聞
召
度
思
召
、高
木
外（

吉
任
）記

殿
被
遣
候
処
、」

今
日
御
座
之
間
へ
」
召
、
御
仕
合
残
所
も
無
御
座
候
間
、
可
安
」
尊
意
候
、
委
細
」
外

記
殿
可
為
言
」
上
候
、
恐
々
謹
言

 

加
々
爪
民
部
少
輔
」
忠
澄（
花
押
）

　

霜（
寛
永
四
年
）

月
廿
五
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
人
々
御
中　

○
大
御
所
秀
忠
が
、
鷹
狩
よ
り
帰
還
し
た
こ
と
を
祝
す
義
直
の
使
者
を
引
見
し
た
こ
と

を
伝
え
る
書
状
。

二
九
、
加
藤
光
直
他
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
五
年
）十
一
月
十
八
日
付

 

一
通（
219
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
六　

横
一
一
〇
・
八

（
追
而
書
）尚
々
、
年
内
ゟ
舟
共
廻
候
」
様
可
被
仰
付
候
、
左
様
候
ハ
ヽ
」
御
領
内
有
之
舟

之
員
数
」
目
録
、
先
様
三
人
之
衆
ま
て
」
可
被
成
御
差
越
候
、
以
上

来
年
就
江
戸
御
普
請
、」
於
伊
豆
石
を
割
被
成
、
御
」
上
候
様
に
と
の
御
事
候
、」
則
石

之
目
録
別
紙
」
致
進
上
候
、
右
之
段
自
」
御
年
寄
衆
具
被
仰
入
候
、」
然
者
自
豆
州
江

戸
迄
之
」
海
上
、従　

公
儀
運
賃
可
」
被
仰
付
候
、於
御
分
国
」
百
石
以
上
之
荷
物
舟
」

不
残
彼
地
へ
被
相
廻
之
、」
向
井
将（

忠
勝
）監

・
石
川
八
左（

政
次
）衛

門
・
」
今
村
伝（

正
長
）四

郎
差
図
次
第

石
積
候
之
様
ニ
」
可
被
仰
付
候
、
恐
々
」
謹
言

 

石
川
三
右
衛
門
」
勝
政（
花
押
）」
佐
久
間
河
内
守
」
直
勝（
花
押
）」

 

安
倍
四
郎
五
郎
」
正
之（
花
押
）」
加
藤
遠
江
守
」
光
直（
花
押
）　　

　

十（
寛
永
五
年
）

一
月
十
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中

○
来
年
の
江
戸
城
石
垣
普
請
の
た
め
伊
豆
石
を
調
達
し
、
百
石
以
上
の
荷
物
舟
を
伊
豆

に
手
配
す
る
よ
う
に
命
じ
た
書
状
。

三
〇
、
朽
木
稙
綱
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）十
二
月
十
五
日
付 

一
通（
248
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
九　

横
五
三
・
〇

従　

大
納（

義
直
）言

様
被
下
」
御
書
、
忝
致
頂
戴
候
、」
今
度
駿
府
就
火
事
、」
公（

家
光
）方

様
御
機
嫌

之
御
」様
子
、無
御
心
元
被
思
召
」候
由
、奉
得
其
意
候
、」我
等
式
迄
被
仰
聞
候
之
段
、」

過
分
至
極
奉
存
候
、
右
之
」
趣
、
御
次
之
刻
、
御
取
成
所
仰
候
、」
恐
惶
謹
言

 

朽
木
民
部
少
輔
」
稙
綱（
花
押
）

　

十
（
寛
永
十
二
年
）

二
月
十
五
日

　
　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様
」
人
々
御
中　

○
義
直
か
ら
の
、
駿
府
城
火
事
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

三
一
、
酒
井
忠
行
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
九
月
廿
九
日
付 

一
通（
264
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
九　

横
五
二
・
三

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
、
忝
」
頂
戴
仕
候
、
如
被
仰
下
、　

」
上（

家
光
）様

少
御
不
食
被
為
成
」

候
へ
共
、
御
灸
治
な
と
被
遊
、」
御
膳
被
召
上
、
打
続
御
機
」
嫌
能
被
成
御
座
候
間
、
御
」

心
易
可
被
思
召
候
、委
細
」
御
使
者
可
為
演
説
、」
此
等
之
趣
、宜
預
御
取
成
候
、」
恐
々

謹
言

 

酒
井
阿
波
守
」
忠
行（
花
押
）

　

九
月
廿
九
日



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
五

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

三
二
、
酒
井
忠
行
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
十
月
朔
日
付 

一
通（
265
）

（
切
紙
）　

縦
一
八
・
一　

横
五
三
・
七

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納
言
納（

義
直
）言

様
御
書
、」
頂
戴
仕
候
、
如
被
仰
下
候
」
相（

秀
忠
）国

様
弥
御
機
嫌
能
」
被

成
御
座
、下
々
迄
加
様
」之
目
出
度
儀
不
過
之
奉
存
候
、猶
以
御
膳
も
」能
被
召
上
候
旨
、

御
心
易
」
可
被
思
召
候
、
此
等
之
趣
、」
可
預
御
心
得
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

酒
井
阿
波
守
」
忠
行（
花
押
）

　

十
月
朔
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
義
直
に
、
大
御
所
秀
忠
の
近
況
を
伝
え
る
書
状
。

三
三
、
酒
井
忠
行
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
二
日
付

 
一
通（
266
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
四　

横
五
六
・
九

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
、
忝
」
頂
戴
仕
候
、
如
御
意　

」
上（

家
光
）様

御
灸
治
被
遊
、
打
」
続
御

快
御
膳
被
召
上
、」
御
機
嫌
能
被
成
御
座
候
、」
則
昨
日
御
表
へ
被
為
成
、
何
も
」
御
目

見
御
座
候
等
、
御
心
安
」
可
被
為
思
召
候
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
阿
波
守
」
忠
行（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

月
二
日

　
　

竹
腰
山
城
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

三
四
、
酒
井
忠
行
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）極
月
十
五
日
付

 

一
通（
269
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
二
・
〇

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
、
忝
」
致
頂
戴
候
、
然
者
駿
河
」
御
城
火
事
出
来
仕
ニ
付
、」
上（

家
光
）様

御
機
嫌
之
御
様
子
、」
無
御
心
元
被
思
召
、
御
使
」
者
被
為
遣
之
段
、
乍
恐
」
奉
得
其

意
存
候
、
此
等
」
之
趣
、
宜
預
御
取
成
候
、」
恐
惶
謹
言

 

酒
井
阿
波
守
」
忠
行（
花
押
）

　

極（
寛
永
十
二
年
）

月
十
五
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
の
、
駿
府
城
火
事
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

三
五
、
酒
井
忠
世
・
酒
井
忠
勝
・
内
藤
忠
重
・
稲
葉
正
勝
書
状　

竹
腰
正
信
宛

　
　
　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
二
日
付 

一
通（
276
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
六　

横
一
一
〇
・
三

（
追
而
書
）以
上

一
筆
致
啓
上
候
、」
将（

家
光
）軍

様
従
先
月
廿
七
日
」
之
晩
御
熱
気
差
、」
御
虫
気
候
様
ニ
御
座

候
処
ニ
、」
自
昨
朔
日
之
朝
御
顔
ニ
」
御
疱
瘡
相
見
へ
申
候
、」
御
疱
瘡
之
御
様
子
」
并

御
脈
躰
一
段
能
御
」
座
候
之
由
、
医
師
衆
」
何
茂
被
申
候
、
御
気
色
も
」
残
所
無
御
座

候
而
、
御
心
安
」
可
被
思
召
候
、
就
其
為
」
御
見
廻
御
使
者
ニ
而
も
」
被
進
之
候
儀
、



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
六

必
無
用
候
」
旨
、
被
成　

御
意
候
間
、」
可
被
其
御
心
得
候
、
此
」
等
之
趣
、
宜
被
仰

上
候
、
恐
々
」
謹
言

 

稲
葉
丹
後
守
」
正
勝（
花
押
）」
内
藤
伊
賀
守
」
忠
重(

花
押)

」

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）」
酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世(

花
押)

」

　

閏（
寛
永
六
年
）

二
月
二
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
疱
瘡
に
罹
っ
た
将
軍
家
光
の
容
態
を
伝
え
、
義
直
か
ら
の
見
舞
い
の
使
者
も
無
用
と

伝
え
る
書
状
。

三
六
、
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
山
城
守（
正
信
）宛

　
　
　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
八
日
付 

一
通（
277
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
七　

横
一
一
〇
・
四

（
追
而
書
）猶
以
少
も
御
気
遣
成
」
御
様
子
ニ
而
無
御
座
候
、」
委
細
従
成
瀬
隼（

正
虎
）人

正
方
」

可
被
申
上
候

将（
家
光
）軍

様
御
煩
付
而
、」
以
御
使
者
被
仰
上
候
、」
先
書
如
申
上
候
、御
」
疱
瘡
弥
被
為
得
」

御
験
気
候
之
間
、」
御
心
易
可
被
思
召
候
、」
被
入
御
念
、
早
々
被
」
仰
上
候
之
趣
、
以

御
」
次
可
達　

上
聞
候
、」
此
等
之
通
、
可
然
之
様
」
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）」
土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）」

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

壬
（
閏
）二（
寛
永
六
年
）

月
八
日

　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
将
軍
家
光
の
疱
瘡
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

三
七
、
酒
井
忠
世
書
状　

滝
川
忠
征
宛　
（
寛
永
六
年
）閏
二
月
十
三
日
付 

一
通（
278
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
五　

横
一
一
一
・
五

（
追
而
書
）猶
以
先
書
両
度
」
如
申
上
候
、
路
次
迄
」
被
成
御
座
候
共
、
御
帰
候
様
ニ
可

被
仰
上
候
、
以
上

将（
家
光
）軍

様
御
疱
瘡
」
為
御
見
廻
重
而
御
」
使
被
為
進
之
候
、
則
」
達　

上
聞
候
之
処
、」

被
入
御
念
候
段
、」
御
満
足
被
思
召
候
、」
御
気
色
追
日
弥
被
成
」
御
快
気
候
間
、
御
心

安
」
可
被
思
召
候
、
一
両
日
中
」
御
湯
可
被
為
懸
之
由
、」
医
師
衆
被
申
候
、」
委
曲
長

野
数（

政
武
）馬

方
」
可
被
申
上
候
、
此
等
之
」
趣
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世(

花
押)

　

閏（
寛
永
六
年
）

二
月
十
三
日

　
　

滝
川
豊（

忠
征
）前

守
殿

○
将
軍
家
光
の
疱
瘡
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

三
八
、
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信･

成
瀬
正
虎
宛

　
　
　
（
元
和
九
年
）三
月
七
日
付 

一
通（
279
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
六　

横
一
一
二
・
七

（
追
而
書
）尚
以
相
替
儀
御
座
候
者
、」
重
而
可
申
達
候
、
以
上

急
度
致
啓
上
候
、
仍
」
越（

松
平
忠
直
）

前
宰
相
殿
ゟ
先
日
」
御
母（

岡
山
）儀

御
越
ニ
付
而
、
其
」
御
請
何
様

ニ
も　

」御
諚
次
第
ニ
御（

松
平
光
長
）

仙
千
代
殿
へ
国
を
可
被
御
渡
之
由
ニ
候
、」然
者
宰
相
殿
儀
、　

」

上（
家
光
）様

御
座
所
并
越
前
」
近
所
ニ
ハ
如
何
御
座
候
間
、」
九
州
歟
、
中
国
・
四
国
」
之
内
へ

参
度
之
旨
、
御
」
訴
訟
ニ
付
、
左
様
ニ
候
者
、」
豊
後
へ
可
有
御
越
之
旨
、」
被
仰
出
候
、

御
病
者
之
事
候
」
間
、後
日
之
儀
者
不
存
」
候
へ
共
、此
度
之
御
請
之
通
、」
先
申
達
候
、



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
七

右
之
段
可
申
」
入
之
間
、
就　

御
内
意
」
如
此
候
、
此
等
之
趣
、
可
致
仰
上
候
、
恐
々

謹
言

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝(

花
押)

」
酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

三（
元
和
九
年
）

月
七
日

　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿

○
松
平
忠
直
配
流
の
件
に
つ
き
義
直
へ
通
達
す
る
書
状
。

三
九
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
（
寛
永
元
年
）五
月
廿
一
日
付 

一
通（
281
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
五
一
・
九

（
追
而
書
）尚
々
御
国
之
御
巣
鷂
」
児
鷂
御
進
上
被
成
、
一
段
御
機
嫌
ニ
御
座
候
、
委
細

者
横
井
七
右
衛
門
方
可
被
申
達
候
、
以
上

将（
家
光
）軍

様
へ
中（

義
直
）

納
言
様
ゟ
」
御
巣
鷹
弐
巣
之
内
、
鷂
」
五
・
児
鷂
四
被
成
御
進
上
候
、」

具
披
露
仕
候
処
、
不
」
大
方
御
機
嫌
被
思
召
、
御
」
内
書
被
為
進
候
、
此
等
之
趣
、」

宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

五（
寛
永
元
年
）

月
廿
一
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
様

○
義
直
か
ら
将
軍
家
光
へ
献
上
し
た
御
巣
鷹
の
鷂
・
鷂
の
子
に
対
す
る
礼
状
。

四
〇
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信･

成
瀬
正
虎
宛　
五
月
廿
五
日
付 

一
通（
282
）

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
八　

横
一
〇
六
・
五

（
追
而
書
）猶
　々

大
納（

義
直
）言

様
・
」
御
前
・
大
膳
殿
御
相
談
」
被
成
、
被
仰
上
可
被
下
候
、

以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
尊
書
」
被
下
、
忝
拝
見
仕
候
、」
今
度
御
上
洛
付
而
、」
以
竹
腰
大（

成
方
）膳

殿
被

仰
」
上
、
并
御
鉄
炮
袋
沢
」
山
ニ
御
進
上
被
成
候
、
則
」
披
露
可
仕
之
処
、
土
井
」

大（
利
勝
）炊

頭
・
酒
井
讃（

忠
勝
）岐

守
」
相
談
仕
候
へ
ハ
、
先
今
」
程
者
御
延
引
被
為
成
候
様
ニ
と
何
茂

存
候
」
間
、
其
段
大
膳
殿
へ
」
具
ニ
申
渡
候
、
委
細
」
口
上
ニ
可
被
申
達
候
条
、」
不
能

一
二
候
、
恐
惶
」
謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

五
月
廿
五
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
将
軍
上
洛
の
た
め
鉄
炮
袋
を
献
上
し
た
い
と
の
義
直
の
願
い
は
、
ひ
と
ま
ず
延
引
す

る
よ
う
に
と
の
幕
閣
の
決
定
を
伝
え
る
書
状
。

四
一
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信･

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）九
月
廿
五
日
付

 

一
通（
289
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
五
二
・
一

従
大
納（

義
直
）言

様
尊
」
書
被
成
下
、
忝
拝
」
見
仕
候
、
常（

お
初
）

高
院
殿
御
遠
行
被
成
、　

」
将（

家
光
）軍

様
不
大
形
」
御
愁
傷
被
思
召
候
、」
御
書
面
之
趣
達
」
上
聞
候
、
誠
被
入
御
念
、
早
々

被
仰
□
□
□
可
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

九（
寛
永
十
年
）

月
廿
五
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
常
高
院（
既
出
）逝
去
に
つ
き
、
義
直
か
ら
の
弔
意
に
対
す
る
返
書
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
八

四
二
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
年
）十
月
二
日
付

 

一
通（
292
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
一
〇
五
・
一

従
大
納（

義
直
）言

様
尊
書
」
被
下
、
忝
拝
見
仕
候
、」
公（

家
光
）方

様
少
御
虫
気
」
心
被
成
御
座
候
付
、

無
」
御
心
元
被
思
召
、
伊
奈
」
左（

吉
勝
）門

方
を
以
被
仰
上
候
」
処
、
右
之
御
使
者
、」
則　

御
前
被
召
出
、」
被
為
入
御
念
候
通
、」
一
段　

御
機
嫌
被
」
思
召
候
、
弥　

御
機
嫌
」

残
所
無
御
座
、
如
例
」
御
膳
被
召
上
候
、
委
細
」
御
使
者
口
上
可
被
申
」
上
候
、
恐
々

謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
年
）

月
二
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
様

○
将
軍
家
光
の
虫
気
を
見
舞
う
義
直
の
使
者
に
対
す
る
返
書
。

四
三
、
酒
井
忠
世
・
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
勝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛

　
　
　
（
寛
永
十
年
カ
）十
月
六
日
付 
一
通（
293
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
五　

横
一
一
〇
・
九

（
追
而
書
）以
上

公（
家
光
）方

様
今
度
御
」
不
例
之
儀
、
無
」
御
心
許
付
而
、
切
々
」
被
差
遣
使
者
」
御
念
入
候

儀
、
不
」
大
形
御
満
足
被
」
思
召
候
、
依
之
被
遣
」
御
内
書
候
、
御
」
気
色
之
儀
、
弥
」

御
快
然
御
座
候
間
、」
御
心
安
可
被
思
召
候
、」
此
由
可
被
申
上
候
、」
恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）」
土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）」

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

十
（
寛
永
十
年
カ
）

月
六
日　

　
　
　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

四
四
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
朔
日
付 

一
通（
296
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
八　

横
五
三
・
六

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
尊
書
被
成
下
、
忝
奉
存
候
、　

」
公（

家
光
）方

様
当
年
初
而
為
御
」
執
被
成
候

御
鷹
鶴
、
被
成
御
進
上
候
処
、
則
天
野
」
久（

正
定
）右

衛
門
方　

御
前
被
召
出
、」
不
大
形
御

機
嫌
共
御
座
候
、」
委
細
者
御
使
口
上
可
申
上
候
、」
右
之
趣
可
然
様
可
預
御
」
心
得
候
、

恐
々
謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

霜
月
朔
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
将
軍
家
光
よ
り
拝
領
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
義
直
が
献
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼

状
。

四
五
、
酒
井
忠
世
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）極
月
十
四
日
付

 

一
通（
298
）

（
継
紙
）　

縦
一
六
・
三　

横
一
〇
二
・
〇

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
尊
」
書
被
成
下
、
忝
拝
」
見
仕
候
、
如
被
仰
下
候
、」
駿
府
火
事
ニ
付
而
」



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

七
九

御
天
守
・
御
殿
共
焼
」
申
候
て
、
何
と
も
可
申
」
上
様
無
御
座
候
、
被
為
」
入
御
念
、

早
　々

」
公（

家
光
）方

様
御
機
嫌
之
」
御
様
子
無
御
心
許
」
被
思
食
、
小
笠
原
次
郎（

某

）
右
衛
門
」

方
を
以
被
仰
上
候
、
御
」
機
嫌
替
儀
も
無
御
座
候
、」委
細
者
御
使
口
上
可
被
申
上
候
間
、

右
之
」
趣
宜
預
御
取
成
候
、」
恐
々
謹
言

 

酒
井
雅
楽
頭
」
忠
世（
花
押
）

　

極
（
寛
永
十
二
年
）

月
十
四
日

　
　
　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
様
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
様

○
義
直
か
ら
の
、
駿
府
城
火
事
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

四
六
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
一
年
）五
月
廿
五
日
付

 

一
通（
310
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
六　

横
一
〇
二
・
八

（
追
而
書
）以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
忝
致
拝
見
候
、
然
者
」
今
度
御
上
洛
目
出
」
度
被
思
召

二
付
而
、
竹
腰
」
大（

成
方
）膳

方
を
以
被
仰
上
、」
御
鉄
炮
袋
千
挺
之
内
、」
猩
々
皮
五
百
挺
・

羅
紗
」
五
百
挺
被
成
御
進
上
候
、」
則
披
露
可
仕
候
へ
共
、
当
春
」
被　

仰
出
候
ハ
、

就　

御
上
洛
ニ
」
諸
大
名
進
物
上
ケ
候
儀
、」
必
無
用
可
仕
之
旨
、堅
」
被
成　

御
意
候
、

併　

」
大
納
言
様
御
上
ヶ
被
成
候
儀
者
、」
各
別
之
儀
ニ
御
座
候
へ
共
、」
伺
公
御
無
用

ニ
被
成
可
」
然
奉
存
之
旨
、
各
致
相
談
候
間
、
披
露
不
仕
候
、
如
何
様
」
入
御
念
候
通

与
、
御
次
而
」
を
以
可
達　

上
聞
候
、」
此
等
之
趣
宜
預
御
披
」
露
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

　

五（
寛
永
十
一
年
）

月
廿
五
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
上
洛
に
つ
き
義
直
よ
り
鉄
炮
袋
を
献
上
す
る
も
、
幕
閣
間
で
相
談
の
う
え

披
露
し
な
か
っ
た
こ
と
を
報
じ
る
書
状
。

四
七
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
十
月
廿
日
付 

一
通（
323
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
二
・
〇

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
頂
戴
、」
忝
致
拝
見
候
、然
者
」
将（

家
光
）軍

様
御
鷹
之
鶴
」
被
成
御
進
上
候
、

雅（
酒
井
忠
世
）

楽
頭
遂
」
披
露
候
処
、
被
為
入
御
」
念
候
段
、
不
大
形
御
機
嫌
被
」
思
召
、　

御
内

書
被
成
候
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

　

十
月
廿
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
へ
、拝
領
の
鷹
で
捕
ら
え
た
鶴
を
義
直
が
進
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
。

四
八
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信･

成
瀬
正
虎
宛　
十
月
廿
二
日
付 

一
通（
325
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
二
・
〇

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
忝
拝
見
」
仕
候
、
然
者
当
夏
」
従　

将（
家
光
）軍

様
被
進
候
」
御

鷹
、
頃
日
摂
州
」
被
成
御
請
取
、
忝
」
被
思
召
付
而
、
以
御
」
使
者
被
仰
上
候
、
則
」

達　

上
聞
候
之
処
、」
被
入
御
念
候
段
、
御
」
機
嫌
被
思
召
候
、」
御
使
者　

御
前
へ
」

出
可
申
旨
、
上
意
候
」
間
、
被
致
登
城
候
様
ニ
与
」
様
之
申
入
候
得
共
、」
御
目
見
之

儀
堅
無
」
用
之
由
、
就
被
仰
付
旨
、」
不
被
罷
出
候
、
此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
披
露
候
、」

恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

八
〇

　

十
月
廿
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
、
将
軍
家
光
よ
り
鷹
を
拝
領
し
た
た
め
返
礼
の
使
者
を
遣
わ
す
も
、
家
光
の
御

目
見
が
無
か
っ
た
こ
と
を
報
じ
る
書
状
。

四
九
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
十
一
月
二
日
付 

一
通（
327
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
〇
・
四

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
致
拝
見
候
、
然
者
」
当
年
始
而
御
執
成
候
」
御
鷹
之
鶴
、

被
成
御
進
上
候
、」
各
遂
相
談
披
露
仕
候
」
処
ニ
、
早
々
入
御
念
候
段
、」
御
機
嫌
被
思

召
候
、
就
中
」
御
使
を
も
指
添
被
進
候
旨
、」
是
又
達　

上
聞
候
、
此
」
等
之
趣
、
宜

預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 
酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

　

十
一
月
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
へ
、拝
領
の
鷹
で
捕
ら
え
た
鶴
を
義
直
が
進
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
。

五
〇
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
廿
二
日
付 

一
通（
329
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
五
一
・
四

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
被
下
、」
致
拝
見
候
、
然
者　

公（
家
光
）方

様
」
御
気
色
被
成
御
本
復
、」
去

朔
日
表
へ
被
為
成
、
弥
」
御
機
嫌
能
被
成
御
座
候
旨
、
当
御
地
へ
被
為
付
置
候
仰
」
為

　

上
意
申
渡
候
儀
、目
」
出
度
被
思
召
之
由
、御
尤
奉
」
存
候
、入
御
念
候
御
事
之
趣
、」

具
達
上
聞
候
、
此
等
之
趣
、」
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
」
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

霜
月
廿
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

五
一
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
廿
二
日
付 

一
通（
330
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
四　

横
五
一
・
八

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
致
拝
見
候
、
然
者
」
於
御
国
留
申
候
鶴
之
」
大
鷹
一
聡
被

成
御
進
」
上
候
、
土
井
大
炊（

利
勝
）頭

被
」
遂
披
露
候
処
、
御
機
嫌
」
被
思
食
候
、
此
等
之
趣
、

宜
」
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

　

霜
月
廿
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
へ
義
直
が
献
上
し
た
大
鷹
を
披
露
し
た
こ
と
を
伝
え
る
書
状
。

五
二
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）十
一
月
廿
二
日
付

 

一
通（
331
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
九
八
・
四

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
」
被
下
、
致
拝
見
候
、」
然
者　

公（
家
光
）方

様
御
咳
」
気
早
速
御
本
復
」

被
成
、
去
朔
日
表
へ
出
御
被
成
候
儀
、
目
出
」
度
被
思
食
之
由
、
御
」
最

（
尤
）奉

存
候
、
就



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

八
一

其
」
兼
松
源（

正
栄
）

兵
衛
方
を
以
」
被
仰
上
候
、
土
井
大
炊（

利
勝
）頭

」
被
遂
披
露
候
処
、」
御
使
御

前
へ
」
被
召
出
、
御
機
嫌
之
旨
」
御
直
被
仰
含
、
一
段
」
御
仕
合
能
御
座
候
、」
委
曲

源
兵
衛
殿
可
」
被
申
達
候
間
、
此
等
之
」
趣
、
宜
預
御
披
露
候
、」
恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

　

十（
寛
永
十
二
年
）

一
月
廿
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
咳
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
使
者
が
、
家
光
の
御
目
見
を
受
け
た
こ
と
を

伝
え
る
書
状
。

五
三
、
酒
井
忠
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）十
二
月
十
六
日
付

 

一
通（
332
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
五
一
・
八

（
追
而
書
）以
上

従
大
納（

義
直
）言

様
御
書
被
」
下
、
致
拝
見
候
、
如
御
意
」
従
駿
府
町
火
事
出
」
来
仕
、
御
城

中
へ
移
」
悉
炎
上
仕
候
、依
之
各
迄
」
以
御
使
者
被
仰
上
候
、」
遂
披
露
候
処
ニ
、御
使
」

御
前
へ
被
召
出
、入
御
」
念
候
通
御
直
ニ
被
仰
」
含
候
、此
等
之
趣
、宜
預
」
御
披
露
候
、

恐
々
謹
言

 

酒
井
讃
岐
守
」
忠
勝（
花
押
）

　

十
（
寛
永
十
二
年
）

二
月
十
六
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
義
直
か
ら
の
、
駿
府
城
火
事
見
舞
に
対
す
る
返
書
。

五
四
、
酒
井
忠
朝
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
五
年
）六
月
廿
七
日
付 

一
通（
342
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
二　

横
一
〇
〇
・
九

従　

大
納（

義
直
）言

様
」
御
書
被
成
下
、
忝
」
奉
拝
見
候
、
然
者
為
」
上
使
池
田
帯（

長
賢
）刀

方
」
被

進
御
巣
鷹
」
被
為
拝
領
、
特　

」
上
意
之
趣
、
忝
被
為
」
思
召
、
各
迄
渡
辺
忠（

重
綱
）右

衛
門
」

を
以
被
仰
達
之
由
、」
乍
恐
御
尤
奉
存
候
、」
就
其
私
式
迄
被
為
入
御
念
被
仰
下
、
誠
」

過
分
冥
加
至
極
」
奉
存
候
、
御
序
之
刻
、」
此
等
之
趣
、
宜
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

酒
井
備
後
守
」
忠
朝（
花
押
）

　

六（
寛
永
十
五
年
）

月
廿
七
日

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
上
使
・
池
田
長
賢
が
献
上
し
た
巣
鷹
を
義
直
が
拝
領
し
た
礼
状
に
対
す
る
返
書
。

五
五
、
島
田
利
正
書
状　

成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
六
年
）五
月
八
日
付 

一
通（
356
）

（
切
紙
）　

縦
一
七
・
四　

横
五
一
・
九

将（
家
光
）軍

様
御
疱
瘡
無
相
違
」
就
被
成
御
平
癒
候
、
御
祝
儀
」
被
仰
上
、
目
出
珍
重
奉
存

候
、」
就
其
拙
者
式
銀
子
二
十
枚
」
并
御
小
袖
三
拝
領
、
誠
忝
」
仕
合
共
ニ
」
御
座
候
、

将
又
湯
治
」
仕
候
儀
被
聞
召
、
草
津
へ
」
御
飛
脚
被
下
、
殊
預
御
書
冥
加
」
至
極
奉
存

候
、
湯
も
大
形
」
相
応
仕
、
罷
帰
候
、
右
之
趣
、
可
」
然
様
被
仰
上
頼
存
候
、
恐
々
」

謹
言

 

島
田
弾
正
忠
」
利
正（
花
押
）

　

五（
寛
永
六
年
）

月
八
日

　

成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿
」
人
々
御
中

○
将
軍
家
光
の
疱
瘡
平
癒
を
祝
う
義
直
の
書
状
と
拝
領
物
に
対
す
る
返
礼
、
な
ら
び
に

草
津
へ
湯
治
に
出
か
け
た
こ
と
を
告
げ
る
書
状
。



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

八
二

五
六
、
茶
屋
重
純
書
状　

尾
張
大
納
言
御
小
姓
衆　
（
寛
永
八
年
）閏
十
月
十
三
日
付

 

一
通（
366
）

（
継
紙
）　

縦
一
四
・
八　

横
九
〇
・
七

（
追
而
書
）尚
々
於
御
城
毎
日
」
御
年
寄
衆
給
仕
を
い
た
し
、」
御
な
ふ
り
物
ニ
被
成
候
よ
し

一
書
申
上
候
、　

」相（
秀
忠
）国

様
弥
御
機
嫌
能
、」夜
前
御
圣
一
尺
ほ
と
長
」き
御
む
し
下
り
申
候
、

其
」
付
て
御
快
御
覚
被
成
」
之
由
、
御
諚
ニ
而
候
由
ニ
候
、」
将（

家
光
）軍

様
被
為
成
一
時
之

内
、」
御
前
ニ
被
為
御
座
成
」
御
機
嫌
能
御
座
候
付
て
、」
い
つ
も
ゟ
久
々
御
座
被
成
」

旨
、
御
年
寄
中
被
仰
候
、」
青

（
青
木
幸
勝
）

大
蔵
殿
も
切
々
御
状
」
進
之
度
と
被
仰
上
候
共
、」
子
細

者
隼

（
成
瀬
正
虎
）

人
殿
ゟ
一
ツ
書
等
候
付
而
、
不
被
仰
入
」
由
申
候
、
此
通
我
々
ゟ
も
」
可
申
上

候
由
ニ
御
座
候
、
森

（
森
川」

出重
俊
）羽

殿
・
青
大
蔵
殿
・
永
」
信

（
永
井
尚
政
）

濃
殿
、
毎
日　

」
御
前
ニ
而
之

御
咄
候
由
ニ
」
御
座
候
、
相
替
儀
無
御
」
座
候
間
、
早
々
申
上
候
、」
恐
惶
謹
言

 

茶
屋
七
右
衛
門
」
重
純（
花
押
）

　

壬
（
閏
）十（
寛
永
八
年
）

月
十
三
日

　

進
上
」
大
納（

義
直
）言

様
」
御
小
性
御
披
露

○
大
御
所
秀
忠
の
虫
気
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
告
げ
る
書
状
。

五
七
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
十
八
日
付 

一
通（
372
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
五　

横
一
〇
六
・
二

大
納（

義
直
）言

様
ゟ
御
書
」
忝
致
拝
見
候
、
随
而
」
公（

家
光
）方

様
少
々
御
咳
気
」
之
由
聞
召
、
無
御

心
元
」
被
為　

思
食
、
以
御
使
者
」
被
仰
上
候
、
酒
井
讃（

忠
勝
）岐

守
」
申
談
、
右
之
旨
披
露
」

之
処
、
御
使
者
御
前
へ
」
被
召
出
、
入
御
念
候
段
、」
御
機
嫌
好
御
座
候
而
、」
御
直
之

御
意
共
御
」
座
候
、
此
等
之
趣
、
宜
預
御
」
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

　

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）

　

霜
月
十
八
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
咳
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

五
八
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
宛　
霜
月
廿
一
日
付 

一
通（
373
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
七　

横
一
〇
六
・
八

御
書
忝
奉
拝
」
見
候
、
然
者　

相（
秀
忠
）国

様
」
初
御
鷹
野
被
為　

成
、」
被
為
執
候
鶴
、
被

為
」
進
候
儀
、
御
満
足
」
之
旨
、
奉
得
其
」
意
候
、
依
之
以
于
」
太
田
内（

正
勝
）

蔵
允
殿
被
仰
」

上
候
、
各
申
談
遂
披
」
露
候
処
、
入
御
念
候
、」
一
入
御
機
嫌
共
」
御
座
候
、
委
細
者

御
」
使
者
可
為
演
説
候
、」
右
之
趣
、
宜
預
御
」
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）

　

霜
月
廿
一
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
殿

○
大
御
所
秀
忠
か
ら
拝
領
し
た
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
義
直
が
献
上
し
た
こ
と
に
対
す
る

礼
状
。

五
九
、
土
井
利
勝
・
井
上
政
就
・
永
井
尚
政
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛

　
　
　
十
一
月
廿
一
日
付 

一
通（
374
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
七　

横
一
〇
八
・
二

御
書
致
拝
見
候
、
今
度
」
御
鷹
之
鶴
被
進
候
」
儀
、
御
満
足
ニ
思
食
、」
為
御
礼
以
太



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

八
三

田
内（

正
勝
）

蔵
允
」
方
被
仰
上
候
、
達　

」
上
聞
候
之
処
、
則
」
御
前
へ
被
召
出
、
早
々
」
御

念
之
入
候
段
、
不
大
形
御
機
嫌
之
御
」
事
候
、
委
曲
内
蔵
丞
殿
」
可
為
演
説
候
、
此
旨

可
」
被
仰
上
候
、
恐
々
謹
言

 

永
井
信
濃
守
」
尚
政（
花
押
）」
井
上
主
計
頭
」
政
就（
花
押
）」

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

十
一
月
廿
一
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
よ
り
拝
領
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
義
直
が
進
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
返

書
。

六
〇
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
霜
月
廿
二
日
付 

一
通（
375
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
四　

横
一
〇
五
・
六

大
納（

義
直
）言

様
ゟ
御
書
」
忝
致
拝
見
候
、
随
而
」
公（

家
光
）方

様
御
咳
気
早
」
速
御
本
復
被
遊
、」

当
月
朔
日
よ
り
御
表
」
被
為
成
候
儀
、
被
為
聞
」
召
、
御
満
足
思
召
、
兼
松
」
源（

正
栄
）兵

衛

方
を
以
被
仰
上
候
、」
右
之
旨
達　

上
聞
候
」
処
、
御
使
者　

御
前
へ
」
被
召
出
、
重

畳
入
御
」
念
候
段
、御
機
嫌
之
旨
、」
御
直
之
上
意
御
座
候
、」
委
細
者
源
兵
衛
方
可
為
」

言
上
候
、
此
等
趣
可
然
様
」
可
預
御
取
成
候
、
恐
々
謹
言

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）

　

霜
月
廿
二
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
咳
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

六
一
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
十
二
年
）霜
月
廿
三
日
付

 

一
通（
376
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
三　

横
一
〇
六
・
九

大
納（

義
直
）言

様
ゟ
御
書
」
忝
致
拝
見
候
、
然
者
」
公（

家
光
）方

様
御
咳
気
御
」
本
復
被
遊
、
当
月
朔

日
ニ
」
御
表
へ
被
為
成
、
御
」
機
嫌
好
御
座
候
通
、」
上
意
之
旨
、
爰
元
ニ
」
被
為
付
置

候
岩
田
長（

昌
成
）右

衛
方
迄
申
達
候
処
ニ
、」
聞
召
御
満
足
之
由
、」
御
尤
奉
存
候
、弥
御
機
嫌
」

所
残
無
御
座
候
間
、
御
心
易
」
被
為
思
召
候
様
ニ
可
預
」
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）

　

霜
（
寛
永
十
二
年
）

月
廿
三
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
咳
気
回
復
を
祝
う
義
直
の
書
状
に
対
す
る
返
書
。

六
二
、
土
井
利
勝
・
永
井
尚
政
・
青
山
幸
成
・
森
山
重
俊
書
状　

竹
腰
正
信･

成
瀬

正
虎
宛　
（
寛
永
八
年
）七
月
十
四
日
付 

一
通（
405
）

（
継
紙
）　

縦
一
九
・
六　

横
一
一
〇
・
三

（
追
而
書
）尚
々
す
き
〳
〵
と
御
本
復
」
之
御
事
候
間
、
少
も
御
気
遣
ニ
不
」
被
思
召
様
被

仰
上
候
、
将
又
」
熨
斗
蚫
一
箱
御
進
上
、
歴
」
上
覧
候
之
処
、
是
又
御
機
嫌
」
御

座
候
、
以
上

御
書
致
拝
見
候
、
今
度
」
将（

家
光
）軍

様
御
不
例
之
儀
、」
無
御
心
元
思
召
、
以
渡
辺
」
二
郎

三
郎
方
被
仰
上
候
、
右
之
」
趣
達　

上
聴
候
之
処
、」
則　

御
前
へ
被
召
出
、
先
々
」

御
念
之
入
候
、
御
機
嫌
」
御
座
候
、
御
気
色
之
儀
、」
は
や
す
き
と
被
成
御
」
本
復
候

之
間
、
御
心
安
可
」
被
思
食
候
、
委
曲
二
郎
三
郎
可
為
演
説
候
、
此
段
」
宜
被
仰
上
候
、

恐
々
」
謹
言



「
敬
公
以
来
来
翰
」
の
紹
介（
二
）

八
四

 

森
川
出
羽
守
」
重
俊（
花
押
）」
青
山
大
蔵
少
輔
」
幸
成（
花
押
）」

 

永
井
信
濃
守
」
尚
政（
花
押
）」
土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）　
　

　

七（
寛
永
八
年
）

月
十
四
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
の
病
気
見
舞
に
対
し
、
家
光
の
病
状
は
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
告

げ
る
返
書
。

六
三
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
（
寛
永
六
年
）九
月
十
三
日
付

 

一
通（
415
）

（
継
紙
）　

縦
一
七
・
九　

横
一
〇
七
・
五

（
追
而
書
）猶
々
忝
仕
合
申
上
も
疎
」
奉
存
候
、
可
然
様
ニ
御
取
成
」
奉
仰
候
、
以
上

従　

大
納（

義
直
）言

様
以
榊
」
原
甚
兵
衛
殿
被
成
下
、
御
」
書
忝
奉
拝
見
候
、」
然
者
両（

家
光

　

御･
秀
忠
）

所
様
拙
」
宅
へ
御
成
、
御
機
嫌
」
能
御
座
候
通
、
達
御
」
耳
御
珍
重
之
旨
被
仰
」
下
、

殊
更
御
樽
弐
荷
・
御
肴
三
種
・
串
海
鼠
・
」
円
蚫
熨
斗
拝
領
、
誠
以
」
重
畳
忝
仕
合
申

上
も
」
疎
奉
存
候
、
内
々
最
前
之
」
御
使
者
之
乍
御
礼
、」
各
迄
以
使
者
成
共
可
」
申

上
と
存
候
得
共
、
結
句
推
察
与
奉
存
致
、
延
」
慮
候
処
、
再
三
加
様
ニ
被
」
為
入
御
念

候
御
事
、
過
分
」
至
極
左
右
可
申
上
様
も
」
無
御
座
候
、
私
之
心
中
」
御
推
量
候
而
、

可
然
様
ニ
」
御
取
成
所
仰
候
、
恐
惶
謹
言

 
 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）

　

九（
寛
永
六
年
）

月
十
三
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
殿

○
将
軍
家
光
・
大
御
所
秀
忠
が
土
井
利
勝
邸
に
御
成
し
た
こ
と
を
祝
う
義
直
の
書
状
に

対
す
る
返
書
。

六
四
、
土
井
利
勝
書
状　

竹
腰
正
信
・
成
瀬
正
虎
宛　
十
月
十
六
日
付 

一
通（
423
）

（
切
紙
）　

縦
一
九
・
八　

横
五
五
・
四

御
拝
領
之
御
鷹
取
申
」
付
而
、
鶴
被
成
御
進
上
候
、」
歴　

上
覧
候
之
処
、
則
」
被
進

御
内
書
候
、
毎
」
事
種
々
被
為
入
御
念
」
之
段
、
不
大
形
御
機
嫌
之
」
御
事
候
、
此
旨

宜
預
御
」
披
露
候
、
恐
々
謹
言

 

土
井
大
炊
頭
」
利
勝（
花
押
）

　

十
月
十
六
日

　

竹
腰
山（

正
信
）

城
守
殿
」
成
瀬
隼（

正
虎
）

人
正
殿

○
将
軍
家
光
下
賜
の
鷹
が
捕
ら
え
た
鶴
を
義
直
が
献
上
し
た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
。

（
続
く
）

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）
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